
令和７年度 尼崎市社会保障審議会地域福祉専門分科会 

第２回計画策定部会 次第 

 

日時：令和７年 11 月 10 日（月）午後５時～午後７時  

場所：尼崎市立中央北生涯学習プラザ 小ホール 

 

 

１ 開会 

   

 

２ 計画策定の関連施策等について 

・ 重層的支援（再犯防止を含む）の取組について          資料１  

重層的支援推進担当  宮本 課長 

・ 地域福祉活動専門員の活動にについて              資料２  

林 委員（尼崎市社会福祉協議会 地域福祉推進部 副部長） 

・ 避難行動要支援者の避難支援について        資料３－１・３－２  

重層的支援推進担当  宮本 課長 

 

３ アンケート項目の審議 

・ 第４期計画策定時のアンケート調査からの主な変更点について 

 資料４～９  

 

４ 事務連絡 

 

 

以 上 

 

【配付資料】 

資料１   うけとめ・つなげる相談支援 

資料２   地域福祉ネットワーク会議の取り組みについて～地域づくり事例集～ 

資料３－１ 地域の見守り・支え合いの充実及び要配慮者（災害時要援護者）支援の推進 

資料３－２ 要配慮者（災害時要援護者）支援に係る主な取組状況について 

資料４   第４期計画策定時のアンケート調査からの主な変更点について 

資料５   アンケート調査項目一覧表 

資料６   尼崎市地域福祉に関するアンケート調査（案） 

資料７   尼崎市地域福祉に関する民生児童委員アンケート調査（案） 

資料８   尼崎市地域福祉に関する保護司アンケート調査（案） 

資料９   尼崎市地域福祉に関する事業所アンケート調査（案） 

 

 

【次回以降開催予定】 

第３回 令和７年12月15日（月）10時～12時 中央北生涯学習プラザ小ホール 



うけとめ・つなげる相談支援
支援のバトンをつなげたい

尼崎市 重層的支援推進担当

AMAGASAKI CITY

2025/11/10

資料１



AMANISMより引用

(人口) 457,０７２人 (世帯数) 24５,４６９世帯

(面積) 50.71ｋ㎡

(高齢化率) 27.4% (保護率) 3.６５％ （令和6年度被保護者調査）

中央地区 小田地区 大庄地区 立花地区 武庫地区 園田地区 合計

人口 51,7６３ 74,３８２ 5０,６０５ 10７,１８５ 7４,９５９ 98,１７８ 457,０７２

世帯数 30,８００ 39,９２５ 27,８３３ 57,９０２ 3８,２３２ 50,７７７ 24５,４６９

町会加入率(%) 42.3 45.7 6８.０ 39.8 24.８ 38.６ 41.５

（Ｒ７/3/31現在）

課題先進都市から課題解決先進都市へ

尼崎（あま）のご紹介

（Ｒ７/２/1現在）

※全国４位



● 地域包括支援センター 12か所 ● 委託相談支援事業所 8か所

こどもの育ち支援センター「いくしあ」

● こどもに関する総合的な支援体制の整備（R1.10～）

子どもの育ち支援センター「いくしあ」を設置し、子どもと子育て家庭に
寄り添い、総合的な支援や虐待の予防・早期発見に取り組む体制を整備
また、虐待への一貫性のある支援体制の構築に向け、令和８年に児童相
談所を設置するための準備中

● 保健と福祉の一体的な支援体制の整備（H30.１～）

駅の隣接施設に生活困窮者支援や障害者支援、子育て支援等、
保健と福祉課題に一体的に対応する南部・北部保健福祉センター
を設置し、相談支援体制を整備

● 学びと活動の拠点整備（R1.4～）

公民館と地区会館を学びと活動を支えるための施設として市内12 か所の
生涯学習プラザを整備し、学びの機会の充実や活動の創出などを推進

小田南生涯学習プラザ

北部保健福祉センター 南部保健福祉センター

地域づくりの拠点

相談支援の拠点



スタートまでの歩み
point
01

やって良かった重層支援

point
02

point
03

地域福祉計画の策定の中で

あまの工夫、苦労？

つながりを広げよう！

みんなにシェアしたいあまの取組

これまでの取組

これからの取組



スタートまでの歩みpoint
やって良かった重層支援

地域福祉計画の策定の中で



主な課題

① 課題を抱え潜在化する市民の早期把握

ゴミ屋敷問題等の支援につながりにくい世帯の増
加や、ヤングケアラーといった課題が顕在化するな
ど、いわゆる制度の狭間の課題が増加しており、課
題が深刻化する前に発見し、支援につなげるアウト
リーチ等の仕組みづくりが課題です。

② 複雑・複合化した課題への対応

これまでの分野ごとの制度を中心とした
支援体制では課題解決が困難となる中で、
各分野の支援や、さまざまな地域資源と連
携が課題です。

● 民生児童委員の把握する支援につながってない事例の有無

● 他の機関や地域住民等への相談や協働する際に困ること



④ 支えあう意識と見守り・ささえあい活動の充実

住民同士のつながりが希薄化するなか、課題を抱えた市民の
孤立や排除が懸念されています。支援が必要になっても、地域
で孤立することなく暮らし続けられるよう、市民一人ひとりが
他人事ではなく「我が事」としてお互いを思いやり、支えあう意
識の醸成とともに、地域の福祉課題を話し合う場づくりや見守
り活動等の充実が必要となります。

主な課題

③ 地域福祉活動の担い手の発掘・育成・支援

地域福祉活動の担い手が見つからないことで、活動の継
続が困難になる状況があります。新たな担い手の発掘・
育成・支援が課題です。

● 市民が地域で活動する中で困っていること

● 市民が地域で必要と考えている活動

地域の困りごとが多
様化し、それに対応す
る地域活動が求めら

れている。

単身高齢世帯の
増加、核家族化
等により、地域
の見守りや支え
合いが必要とさ

れている



重層的支援体制整備事業推進計画
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第４期
あまがさきし
地域福祉計画
（R4～８年度）

再犯防止推進計画 成年後見制度利用促進基本計画



これまでの取組

やって良かった重層支援

point
あまの工夫・苦労？



つながる仕組みづくり1

包括化推進員

エリアマネジャー 基幹包括化推進員

エリアマネジャー（6地域振興センター長）
地域におけるコーディネート機能等

包括化推進員（南北HWC生活困窮相談員）
保健福祉センターにおけるコーディネート機能等

基幹包括化推進員（重層的支援推進担当課）
本庁における各部門とのコーディネート機能等

市社協との協働実施に関する協定を締結
地域福祉を推進してきた社協と協定を締結し、市社協の
CSW（6地域振興センター及び本庁に配置）とともに、地域
を巻き込んだ支援を実施

工夫❶
つなげる・つながる職員を配置

工夫❶
つなげる・つながる職員を配置



（参考）尼崎市の重層的支援推進の取組

地域づくりの拠点として市民に身近な地域振興センターと市社協が連携し、地域のネットワークに
よる潜在化する課題を抱えた世帯の早期把握や支援に必要となる地域の居場所づくり等を推進

取組



包括化推進員が、専門機関のネットワークを最大限活用し、各分野の相談支援機関等が把握
した複雑・複合化した課題を抱えた世帯の相談を受け止めるとともに、その世帯の支援調整
等を実施。また、司法関係機関等とも連携し、再犯防止の取組を推進。

取組



基幹包括化推進員が中心となり、エリアマネジャーや包括化推進員と連携し、さまざまな制
度と地域資源をつなげ、長期的に伴走し続けるチーム支援を実施。
また、必要に応じて様々な課題に応じた施策の検討、立案等を実施。

取組



（参考）尼崎市の重層的支援推進事業の推進ポイント

（市独自の相談支援、地域づくり等の取組）
・ 各地域課（総合相談、地域づくり 等）

・ ダイバーシティ推進課（外国人、女性相談）

・ 地域総合センター担当（総合相談）

・ 南北保健福祉センター（各種支援等）

・ 生活衛生課（動物に関する課題の支援等）

・ こども青少年課（ こども子育てCSW、居場所等）

・ こども相談支援課（ 子ども・子育て総合相談、要保護児童相談等）

・ 住宅管理担当（住まいの課題に関する支援等）

（法に位置付けられた既存の取組）
① 包括的相談支援事業
③ 地域づくり事業

（法に位置付けられた新たな取組）
② 参加支援事業
④ アウトリーチ等を通じた継続的支援事業
⑤ 多機関協働事業
⑥ 支援計画作成等を行う事業

事
業
内
容
（
第
３
条
第
１
項
）

Point.1 市独自の相談支援や地域づくり等の取組と一体的な実施要綱を整備

Point.2 地域福祉を推進してきた市社協と協働実施協定の締結

➜Point.1.2により各分野の支援機関や市社協が情報共有し、総合相談、伴走支援等を実施

尼崎市社会福祉協議会との重層的支援推進事業の協働実施に係る協定を締結

第９条 甲と乙は、本協定の実施に当たって知り得た相手方の機密情報を、その承認を得ないで他に漏らす事があってはならない。

第４条 甲の定める事業の方向性に基づき、前条の事業内容について、甲と乙が協議し相互の役割を定め、協働して実施する。
２ 甲と乙は前条の事業内容の協働実施に必要な範囲で、相互が保有する情報の共有を行う。



Point.3 地域づくりの拠点である６カ所の地域振興センターや、市内２カ所の保健福祉セ

ンターに市民や支援機関が把握した複雑・複合化した課題を受け止め、必要な支
援機関や地域資源につなぐための役割を明確にした職員を配置

相互に
連携し、事業
の一体的な

推進

エリア

マネジャー
（地域振興Ｃ）

基幹包括
化推進員

(重層的支援
推進担当課）

包括化
推進員

（南北HWC）

事
業
の
推
進
体
制
（
第
３
条
第
２
項
）

Point.4
本庁に重層的支援推進担当課を設置し、基幹
包括化推進員を配置。市社協のCSW２名が重
層的支援推進担当課に出向して事業を推進

6地域振興センターの
センター長をエリアマネ
ジャーに位置付ける

2カ所の保健福祉センターの生活
困窮者自立相談支援窓口の職員
を包括化推進員に位置付ける

市社協
ＣＳＷ

（出向）

協働実施

本庁に重層的支援推進担当
課を設置し、基幹包括化推
進員を配置



工夫❷
国のサポート事業の活用
・地域づくり加速化事業
・就労を切り口とした地域づくり研修

他機関との連携した研修

工夫❷
国のサポート事業の活用
・地域づくり加速化事業
・就労を切り口とした地域づくり研修

他機関との連携した研修

まずは知ってもらおう！2
工夫❸
既存の集まりや広報誌を活用

工夫❸
既存の集まりや広報誌を活用

庁内向け57回 庁外向け80回（令和４～６年度） めっちゃ研修しました！



チームを作ろう！3
超高齢化社会体験ゲーム

「コミュニティコーピング」

社協

地域課

包括支援

生活保護

生活困窮

そして、地域の孤立の問題をみんなで考えたい！

まずは、各部署の人たちと仲良くなりたい！

工夫❹
ゲーミフィケーションによる
チームビルディング研修

工夫❹
ゲーミフィケーションによる
チームビルディング研修



工夫➎-1

机をなくし、みんなの顔が見えるように
工夫➎-1

机をなくし、みんなの顔が見えるように

【参加者の声】

 多くの支援機関がつながっていることに気付けました。

 支援者が集まることで情報がつながり、世帯の課題が見えるようになりました。

 専門機関ごとの着眼点が学べ、今後の支援に活かしていきたいです。

工夫➎-3

今かかわる支援機関だけでなく、
これからの支援に必要な機関も
（平均参加者１6.6人（R6））

工夫➎-3

今かかわる支援機関だけでなく、
これからの支援に必要な機関も
（平均参加者１6.6人（R6））

チームになろう！4

工夫➎-2

ホワイトボードで情報の整理・共有
工夫➎-2

ホワイトボードで情報の整理・共有



● 再犯防止連携会議
 令和４年5月に保護司会の声掛けで、再犯率の高い薬物事犯者の支援

に向けた関係者間の連携を目的とした第1回再犯防止連携会議を、
神戸保護観察所尼崎駐在官事務所で開催

 現在、神戸保護観察所、尼崎市保護司会、近畿矯正管区、神戸地方検察庁、福祉
課、重層支援推進担当課、福祉相談支援課が参画し、 2か月に1回定例開催し、
みんなの困りごとについて協議

● 動物愛護センターとの定例会
 定期的に多頭飼育の事例を重層的支援推進担当に共有し、対応策を検討

工夫➏
お互いの困りごとを共有

工夫➏
お互いの困りごとを共有

支援者の困りごとに寄り添う5

工夫❼
弁護士と連携した支援者支援

工夫❼
弁護士と連携した支援者支援

工夫❽
再犯防止に取り組む弁護士との連携
・市長と弁護士会長名での協力要請の通知

・相談窓口一覧の提供

工夫❽
再犯防止に取り組む弁護士との連携
・市長と弁護士会長名での協力要請の通知

・相談窓口一覧の提供

必要に応じて
弁護士が支援者に
同行するほか、支
援機関の対応や判
断に対する助言な
どを行ってもらっ

ています。

対応に困る事例を
相談しあったり、お
互いの取組の共有
等を行っています。

地域社会で
自立した生活が送
れるよう、弁護士
と市が連携して支
援を進めています。



代表者会議
（重層的支援推進事業全般）

【委員構成】 部長級 【開催頻度】 年2回程度

（主な所掌事項） ■ 重層的支援推進事業に位置付けられた事業間の分野横断的な施策の検討

■ 重層的支援推進事業の進捗管理及び評価 等

尼崎市社会保障審議会

市民福祉総合政策学識者会議地域福祉専門分科会

【委員構成】 課長級

【開催頻度】 年2～３回程度

（主な所掌事項）

 重層的支援推進事業の評価・検証

 関連施策間の情報共有・連携策の検討

 各分野間で共通する課題の検討

重層的支援施策間連携会議
（重層的支援体制整備事業推進計画）

連携会議で共有した課題の解決策の協議

地域づくり連携会議
（地域づくり＋参加支援)

【委員構成】 課長級

【開催頻度】年2～３回程度

（主な所掌事項）

 地域づくり事業に位置付けられた各
分野の情報共有・連携策の検討

 多様な地域活動が生まれやすい環境
整備、多様な社会参加の実現に関す
ること

NEW

包括的相談支援事業連携会議
（包括的相談支援＋参加支援）

【委員構成】 課長級

【開催頻度】 年2～３回程度

（主な所掌事項）

 包括的相談支援事業に位置付けられ
た各分野の情報共有・連携策の検討

 複雑・複合化した課題を抱えながらも
支援につながっていない人の把握や、
相談支援ニーズに対応する包括的な
支援体制に関すること

地
域
ケ
ア
会
議

に
も
包
括
運
営
会
議

尼
崎
市
医
療
・
介
護
連
携
協
議
会

尼
崎
市
自
立
支
援
協
議
会

あ
ま
が
さ
き
相
談
支
援
連
絡
会

（
廃
止
）
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
庁
内
連
携
会
議

南
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地
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議

子
育
て
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ネ
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ト
ワ
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ク
実
務
者
会
議

地
域
ケ
ア
会
議

こども・
困窮

高齢障害 障害 障害 高齢 困窮 困窮困窮高齢障害 こども

尼崎市重層的支援推進会議 （事務局）重層的支援推進担当課

尼
崎
市
医
療
・
介
護
連
携
協
議
会

高齢

「あまがさきし地域福
祉計画」庁内推進会議

（事務局）福祉課

【委員構成】 課長級

【開催頻度】 年2～３回程度

（所掌事項）

⑴ 計画の推進に関わる評価及び検証等

⑵ 地域福祉推進会議との調整

⑶ 計画の見直しの検討

⑷ 前各号に定める職務の遂行に伴う調整

各分野の
相談支援
の会議体

各分野間の会議体等の取組を共有し連携を促進する仕組み

※ 重層的支援体制整備事業推進会議
を廃止し、重層的支援推進会議とし
て再整理

※地域福祉計画庁内推進会議に位置付

各分野の
地域づくり
の会議体

※

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
庁
内
連
携

会
議
を
廃
止
し
、
そ
の
機
能
等
を
移
行

庁内推進会議に内包

※ 地域福祉計画に内包して策定した重層的支援
体制整備事業推進計画については、あまがさき
し地域福祉計画庁内推進会議において一体的に
協議するため、重層的支援施策間連携会議につ
いては、庁内推進会議に内包する。

※

連携から協働に！6

工夫❾-1

様々な分野がつながるよ
う既存の会議体を整理

工夫❾-1

様々な分野がつながるよ
う既存の会議体を整理

工夫❾-2

福祉分野だけでない
幅広い部局で構成

工夫❾-2

福祉分野だけでない
幅広い部局で構成

連携会議委員名簿及び関係所管事務（令和６年度）

連携会議構成メンバー 各会議の構成メンバー

【備考】 関係所管事務

No 所管課
施策間連携
（要綱第6条）

包括的相談
（要綱第7条）

地域づくり
（要綱第8条）

1 危機管理安全局危機管理安全部災害対策課長 ● 地域の防災力の向上等

2 危機管理安全局危機管理安全部生活安全課長 ● ● 消費生活行政、犯罪被害者支援

3 総合政策局政策部都市政策課長 ● 総合計画及び総合戦略

4 総合政策局政策部政策推進課長 ● 行財政運営にかかる基本方針等

5 総合政策局協働部協働推進課長 ● ● ● コミュニティ推進、市民運動、地縁団体、社協

6 総合政策局協働部生涯、学習！推進課長 ● ●
自治のまちづくりの推進に係る施策の企画、地域担当職員向け研修の実
施

7 総合政策局文化・人権担当ダイバーシティ推進課長 ● ●
人権文化いきづくまちづくり計画、配偶者等からの暴力(DV)対策基本計

画、男女共同参画計画、外国人総合相談窓口

8 総合政策局地域振興センター地域課長（南部） ● ● ● 地域づくり

9 総合政策局地域振興センター地域課長（北部） ● ● ● 地域づくり

10 資産統括局税務管理部納税課長 ● 納付相談からのつなぎ

11 （総務局市民サービス部窓口サービス推進担当課長） ● 市民相談からのつなぎ

12 保健局保健部国保年金課長 ● 納付相談からのつなぎ

13 福祉局福祉部長 ● ● ● ＜座長＞

14 福祉局福祉部福祉課長 ● あまがさきし地域福祉計画

15 福祉局福祉部重層的支援推進担当課長 ● ● ● 重層的支援推進事業、災害時要援護者支援事業の推進等

16 福祉局福祉部高齢介護課長 ● ● 高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画、高齢者生きがい就労事業

17 福祉局福祉部包括支援担当課長 ● ● ● 地域包括支援センターに関すること

18 福祉局法人指導・障害福祉担当法人指導課長 ● 社会福祉時法人への指導監督、法人への研修

19 福祉局法人指導・障害福祉担当障害福祉政策担当課長 ● ● 尼崎市障害者計画・障害福祉計画、地域活動支援センター

20 福祉局北部保健福祉センター北部福祉相談支援課長 ● ● ● 権利擁護等

21 福祉局南部保健福祉センター南部保護第1担当課長 ● 生活保護

22 福祉局南部保健福祉センター南部福祉相談支援課長 ● ● ● 生活困窮者自立支援事業

23 福祉局南部保健福祉センター南部障害者支援課長 ● 障害者支援

24 保健局南部保健福祉センター南部地域保健課長 ● ● 地域保健

25 保健局保健部健康増進課長 ● 地域保健医療計画

26 保健局保健部疾病対策課長 ● にも包括、精神保健

27 保健局保健部生活衛生課長 ● 動物愛護センター

28 こども青少年局こども福祉課長 ● ● つどいの広場事業

29 こども青少年局こども青少年部こども青少年課長 ● ● 尼崎市次世代育成支援対策推進行動計画（わいわいキッズプランあまが

さき）、こどもコミュニティソーシャルワーカー

30 こども青少年局子どもの育ち支援センターこども相談支援課長 ● ● 発達相談、要保護児童対策地域協議会

31
こども青少年局子どもの育ち支援センター南部こども家庭相談担当
課長

● 家庭児童相談支援

33 経済環境局経済部産業政策課長 ● 起業家の育成及び支援等（ソーシャルビジネスのフレームづくり）

34 経済環境局経済部しごと支援課長 ● 就労支援

36 都市整備局住宅部住宅政策課長 ● 尼崎市住まいと暮らしのための計画

37 都市整備局住宅部住宅管理担当課長 ● 市営住宅に関すること

38 公営企業局上下水道部料金担当課長 ● ライフラインに関すること（水道）

39 教育委員会事務局教育総合センターこども教育支援課長 ● スクールソーシャルワーカー

40 教育委員会事務局社会教育部社会教育課長 ● ● 地域学校協働本部



point
やって良かった重層支援

これからの取組
つながりを広げよう！



つながり支援プロジェクト

新たな取組❶ 想いをつなげたい新たな取組❶ 想いをつなげたい

みんなで考えよう！1

① 各団体の取組の活動紹介や情報交換の場として、みんなの活動のヒントや困りごと等を共有する場にしたい。（創造的な意見交換）
② 様々な分野の参画団体と行政が協力し、お互いにできることを見つけて、様々な困りごとに対して新たな取組を起こしていきたい。（創発の場づくり）
③ 「こんな居場所あったら素敵！」「こんな取組があったら良いのね」に向かって、どこと、だれと繋がればよいかを話し合ったり、みんなで新たな政策など

を検討していきたい。（みんなの夢を実現したい）

協議会をこんな場にしたい！

参画団体一覧（R7.4.1）

№ 参画団体名 団体特色

１ NPO法人 愛逢
ホームホスピス

地域つながりづくり

２ ㈱あふリズム
介護事業所

地域の居場所づくり

３ ㈱コーディアル
薬局

地域の居場所づくり

４
コミュ二ティファーム

尼崎善宝寺
農福連携

５ NPO法人 月と風と
障害事業所
就労支援

６ ㈱TNSカンパニー
障害事業所
居場所づくり

７
労働者協同組合

はんしんワーカーズコープ
就労支援

８
一般社団法人office

ひと房の葡萄
女性居住支援
居場所づくり

９ みとりまち
地域の参加の場

学び

10 生活協同組合 コープこうべ
くらしやすい
地域づくり

11 ヘルスプロダクト（株）
障害者事業所
保護犬活動



困りごとから始める連携・協働のススメ2
新たな取組➋ まちの課題解決のための他分野連携新たな取組➋ まちの課題解決のための他分野連携

業務課

地域課

生活困窮

ﾜｰｶｰｽﾞｺｰﾌﾟ

市社協

まちをキレイ
にしたい！

多様な居場所や
働き方

につなげたい！

 持ち去りが禁止された際、行政に頼らず自分の力で生活
したいと言っている人に、生活保護の案内しかできない。

 自分の力で生活をしたいと言っている人に行政が何かで
きることはないのか？

 ゴミ問題について、なんとか対応したい。

業務課の想い

空き缶持ち去り禁止条例の制定をきっかけに、業務課で空き
缶集めしている方へのアンケートを実施。そこでの気づきから
福祉部門に声がかかり、協議がスタート。

色々な理由で社会から孤立している人は、
本心では「居場所が欲しい」「社会とのつ
ながりたい」「社会に必要とされたい」と
いう気持ちを強く持っている方が多い。

支援者の想い

協力することで、
新しい支援がで

きるかも！

ごみ問題×多様な働き方



〇 尼崎市では、住宅部局において、市営住宅の空き室活用と自治会支援を目的に、生活困窮者などの居住支援等を行う団体等による
ネットワークグループと協定を締結し、あまがさき住環境支援事業「REHUL（リーフル）」を開始した。

〇 各支援団体や地域活動団体に対して、除却前で入居者募集を停止している市営住宅の空き室を低料金で提供することにより、経済
的に困難な事情を持つ人等の住宅確保や自立を支援するとともに、自治会を支援し、地域コミュニティの活性化を図っている。

市営住宅のコミュニティの活性化×居住支援

重
層
的
支
援
推
進
担
当

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
等

調整

相談

【重層支援の役割（当初）】
〇 各支援団体の支援する人が

困った時に、保健福祉センター
等の支援窓口へのつなぎ

〇 保健福祉センターからの相談に
対して、支援団体に対する協力
要請を実施

相談

協力要請

支援の提供

ほかにも・・・

住宅管理担当と住ま
いに課題のある方への支
援方針の協議など



○ 罪を犯した人の中には、貧困や虐待、依存など、さまざまな
「生きづらさ」を抱えた人が少なくなく、こうした人の再犯防
止及び改善更生のために、法務省は、福祉的支援を行う関係
機関等との分野横断的な連携が重要としています。

○ 本市では令和４年３月に再犯防止推進計画を策定するとと
もに同年４月から担当課を設置し取り組んでいる重層的支
援推進事業の枠組みの中で罪を犯した人の伴走的支援を進
めています。

○ 神戸保護観察所では令和５年12月から改正後の更生保護法
に基づく刑執行終了者に対する援助や更生保護に関する地
域援助の取り組みが始まっています。

○ このような中で、３者が定例的な連携会議等での個人情報を
含めた情報共有や多機関連携体制を確立し、それぞれの強
みを生かした包括的な支援体制の構築を図り、「互いに尊重
しつながりささえあい安全・安心に“ともにいきる”まちあま
がさき」の実現を目指すための協定を令和６年１月に締結し
ました。 尼崎市長 尼崎市保護司

会長
神戸保護観察

所長

再犯防止の推進に関する連携協定の締結

尼崎市・神戸保護観
察所・市保護司会に
よる 「再犯防止の
推進に関する連携

協定」を締結

新たな取組➌ 再犯防止のための連携新たな取組➌ 再犯防止のための連携



【支援対象者】
現在の住居を失う恐れ
のある又は失った者で
あって、地域社会から孤
立した状態にある居住
不安定者

（状態像の例）
・ごみ屋敷・多等飼育問
題等により転居が必要
な者

・ネットカフェ寝泊り者
や友人知人宅居住者

・家賃滞納等で立ち退き
となる者

・刑事施設出所者等で住
居確保が必要な者 等

課題に応じた新たな取組へ

R6年～ 地域居住支援事業の立ち上げ（R7年～南部・北部福祉相談支援課へ事務移管）

3



27

実施内容
尼崎市医療・介護連携支援センター「あまつなぎ」を全世代に対応した医療と介護・福祉の連
携支援の中核機関として機能強化を図る。

令和5年度以前 令和７年度実施

①あまつなぎとの連携

支援会議の参加や研修の企画等で
連携

②Drによる重層的支援推進事
業に対する支援業務

・助言業務

相談支援機関が医師からの助言に
より、受診の必要性や受診に向けた
支援方針の明確化など、対象者だ
けでなく、支援者のサポートとして
も有効であることが確認できた。

・アウトリーチ業務

ひきこもり状態にあって外出できな
い方に対して、医師の訪問による相
談対応が行われたことで、支援対象
者が受診の必要性を認識し、往診に
つながった。

令和６年度試行実施

Ｒ７～ 「あまつなぎ」の多世代対応に向けた機能強化
あまほしDrとは？

医師会所属医師が尼崎多職種連携
担当医（通称：あまがさきほうかつし
えんセンター担当医）として、地域包
括支援センター等の要請で、高齢
者に関する医学的助言や高齢者宅
への訪問等を行う仕組み。



尼崎市医療･介護連携支援センター

“あまつなぎ”

尼崎市医療・介護連携支援センター“あまつなぎ”の概要

【支え役】 【旗振り役】

市行政 医師会

医療介護・
福祉

【特色】

・顔の見える関係づくり
・チーム医療への意識づくり
・市内の医療･介護技術の均
一化

【主な役割】

コーディネーター３名 → ４名
・看護師 ・主任介護支援専門員
・社会福祉士 ・相談支援専門員

【実施体制】

・行政と医師会の協働
・尼崎市医師会内に開設
・市内に1ヶ所（1施設）
・役目は、連携のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

【利用対象者】

・医療と介護・福祉の専門職

28

【実施内容】

①医療と介護・福祉連携に関する専門的な相談と支援
②医療と介護・福祉連携に関わる地域課題の抽出
③医療と介護・福祉連携を実践するための研修企画
④医療と介護・福祉連携を効果的に行うための仕組み作り
⑤生き方や暮らし方に対する市民の意識づくり

尼崎市

新

新

新

新
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※農林水産省WEBサイト（農福連携に関する調査・研究/令和4年度 農福連携に
関するアンケート調査の実施より抜粋）

実施内容
市民提案制度によって採択された団体に委託し、「農業・
販売体験」、「地域交流事業等」、「寄り添い支援（担当課等
と連携）」、を実施することにより、社会的に孤立しがちな
人々が地域社会で活躍する場所・機会を創出する。

【農福連携による効果】

Ｒ７～ コミュニティファームにおける居場所づくりの実施
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実施内容
各相談支援窓口に重層的支援を必要とする対象者等
の相談支援情報等の共有・管理を行う重層的支援シ
ステムを導入することにより、職員の業務効率化と負
担軽減を図るとともに、様々な支援関係者の役割分
担による伴走支援等による包括的な支援を推進する。

Ｒ７～ 重層的支援システムの導入

システム導入パソコン 計48台
①6地区地域課 6台
②本庁 12台

③南部・北部保健福祉センター 28台

④いくしあ １台
⑤動物愛護センター（生活衛生課） １台

(重層８ 包括１ ダイバーシティ1・住宅管理担当１・障害政策１）

（保護2 福相2 障害者支援20 地域保健2 こども家庭支援2）



連携した支援事例



相談につながった世帯の相談経路等件数（令和７年3月末時点）

 司法関係機関（弁護士、地方検察庁、保護観察所）から相談のあった件数は70件
全体の相談件数の約22％（全体件数316件）

 経済的困窮、家族関係の問題、依存症、虐待、認知症など様々な課題を複数抱えている。

～ 略 ～



事例 障害受容のない触法障害者支援 ～司法関係機関との連携によるシームレスな支援～

相談元 保護観察所

事例の概要
（当初相談
時）

20代男性。
・父（50代）との２人世帯。IQが低く、学力は小学校低学年レベル。本人は療育手帳の所得を拒否。
・幼少期からネグレクト状態にあり、規則正しい生活習慣や社会的常識を十分理解できていない。
・父親が食事の世話をしなかったため、万引きを繰り返し窃盗、傷害等で逮捕され、刑務所に収監。

連携機関等
（機関等）

（庁内）重層的支援推進担当・福祉相談支援課・障害者支援課・地域保健課・生活保護課
（庁外）父・叔父・委託相談支援事業所・地域定着支援C・保護観察所・保護司・刑務所福祉専門官・
弁護士

支援の進捗
や対象世帯
の変化等

①釈放前段階から支援関係者間で課題整理による共通の支援方針を定め、出所後の各機関の役
割分担を行った支援プランを作成し、出所後は、プランに基づき医療や支援機関につながれた。

②出所後に父が急死したものの、各支援機関の連携体制を構築していたことにより、親族の協力
要請等がスムーズにできたが、今後、現住居からの転居への対応が想定されている。

支援におけ
る主な気づ
き

①地域で潜在化し課題が深刻化しないよう、関係機関と連携した早期把握・早期支援が必要
②自らの特性や課題を理解していない支援対象者が利用可能な地域資源の創出が必要
③住居に不安を抱えた方が地域生活を続けられるよう、入居支援や見守り支援、環境整備が必要

【事例の情報共有】

〇出所後の支援体制を
必要とした保護観察所
から、重層的支援推進
担当へ相談が入る。

〇関係機関に情報共有

【支援会議】

○成育歴や生活状況の共有、
課題整理

〇出所後の通院先や障害サー
ビス利用等に向けた支援方
針や支援機関の役割分担を
定めた支援プランの作成

【現在の状況】

〇支援プランに基づき、出所直後
に国保手続きや障害サービス
を利用した精神科受診、訪問看
護の支援を実施

○叔父の協力により各種手続き

各部署の関わりの流れ

【出所後に向けた調整】

●保護観察所にてビデオ通話システム
により、本人と面談し制度利用の説明

●刑事施設の福祉専門官と手帳取得に
向けた調整の実施

●保護司を通して引受人の父親と支援
関係者との顔合わせの実施

事例については、個人が特定されないよう、一部内容を改変しています。



相談に至ったきっかけ

20代男性。窃盗等を繰り返し逮捕され、収監

収監中に知的障害が判明。本人は障害を認めず、
障害手帳の取得は拒否。半年後に仮釈放を予定

再犯防止に向けた地域における支援体制の構築
が必要として、再犯防止連携会議をきっかけに
神戸保護観察所から重層的支援推進担当に相談。

ポイント➀ 再犯防止連携会議

 令和４年5月に保護司会の声掛けで、再犯率の高い薬物事犯者の支援に向けた関係者間の連携を目的とした第1回再犯防止
連携会議を、神戸保護観察所尼崎駐在官事務所で開催。

 現在、神戸保護観察所、尼崎市保護司会、近畿矯正管区、神戸地方検察庁、福祉課、重層支援推進担当課、福祉相談支援課が
参画し、 2か月に1回定例開催

身元引受人の父親は、本人の特性を理解しておら
ず、本人も支援を望んでいないため、仮釈放して
も再犯につながる可能性が高い２０代男性

（父との２人世帯）



第１回支援会議（支援関係者間での情報共有と支援体制の協議）

保護司、保護観察所主任官、市の重層支援推進担当課、障害福祉・精神保健・生活困窮の部署、
弁護士、兵庫県地域生活定着支援センター、社会福祉協議会 の計９団体、１２名が参画。

 多くの支援機関がつながっていることに気付けた

 支援者が集まることで情報がつながり、世帯の課題が見えるようになった

 専門機関ごとの着眼点が学べ、今後の支援に活かすことができる

【参加者の声】

ポイント➁ 支援会議（社会福祉法第106条の6）における個人情報の取り扱い

 支援会議の構成員には守秘義務が課されるため、構成員同士が安心して相談者に関する情報の共有
等を行うことが可能となります。そのため、支援対象者の同意がなくても、地支援関係機関等の把握
する情報の共有による、地域での必要な支援体制の検討が可能となります。

 また、支援会議で協力を求められた支援機関は、その依頼に基づいた情報提供等の範囲において、そ
の関係機関の職務等に関する守秘義務に反しないとされています。

 なお、法務省の通知においても、個人情報の提供に関して、「保護観察対象者等の同意が得られない
場合は、支援会議において当該対象者に関する情報の提供等を行うことが可能」とされています。



支援対象者の抱える課題

本人の考えや想いを把握することは難しい。

○幼少期から適切な養護的教育を受けておらず、社会的道徳や善悪
の区別を十分に理解していない。

○実質ネグレクト状態で、生活習慣や日中の居場所にもつながって
いなかった。

○両親の離婚後は、父親と同居。本人の支援の必要性を父親が理解
していなかったため、家庭で食事を準備してもらえず、小遣いも与
えられず、万引きを繰り返していた。

【本人像の理解】

支援対象者



支援対象者

支援に向けた連携 （本人や引受人との面談）

本人の考えや想いを把握することは難しい。

でも連携することで支援の糸口が見つかります。

 神戸保護観察所の協力のもと、ビデオ通話シ
ステムを利用して本人と面談。

 面談には、保護観察官、保護司、刑事施設の福
祉専門官、市・市社協の担当者が同席。

 その席で、本人の障害福祉サービスの利用意
思を確認。

 引受人の父親の協力を得るために、保護司、
市・市社協の担当者で父親と自宅面談

 父 親 自 身 が 息 子 の 支 援 の 必 要 性 や ど う
支援して良いか理解していないことを確認

 父親に具体的な支援方法を伝え、協力を依頼父親（身元引受人）

市担当者



支援対象者

第２回支援会議（支援方針や支援機関の役割分担を定めた支援プランを作成）

支援会議イメージ

【支援目標】 出所後、規則正しい生活習慣を身に付け、地域の支援体制を構築する。

【課題に応じた取組】

○障害福祉サービスによる日中活動の場の確保

○病院への定期受診

○障害年金受給による安定した収入の確保

○地域で本人が安心して過ごせる居場所の確保

【役割分担】

○障害者支援課、相談支援事業所

○保護観察所、保護司、
地域保健課、福祉相談支援課

○福祉相談支援課

○地域課、社会福祉協議会

（司法関係） 保護観察所、保護司、地域定着支援C

（行政） 重層的支援推進担当、福祉相談支援課、
障害者支援課、地域保健課、
こども相談支援課、園田地域課

（支援機関） 障害者相談支援事業所、成年後見等支援C
ひきこもり等支援事業者

福祉サービスを担当する支援機関等 計12団体で支援プランを協議



市担当者

支援の振り返り

 担当になった時に、市役所の福祉関係部署に問い合わせ相談を進めようと
しましたが、書類手続き等複雑でノウハウも分からず困っていました。支援
関係者が協働で進めてもらえたため、担当保護司、主任官の精神的負担も
大いに軽減されました。

 本人の証言を基に作成されることが多い身上調査書の内容に加え、本人の
みならず家族に関する多方面からの情報が入手でき、処遇に活かすことが
できました。保護司

 これまでは、出所後に本人が窓口に来てからでないと関わることできず、
また、情報も少ないため、職員の負担になっていました。
今回、収容中の対象者とのテレビ面談や、刑事施設の福祉専門官との情報
共有、保護司の協力の下で出所前に家族（引受人）と面談ができたため、
早期の支援体制を構築できました。

 今回、保護観察所や保護司の協力で対象者につながることができ、スムー
ズに支援に入ることができました。



AMAGASAKI CITY

「ひと咲きまち咲きあまがさき」の周りに描かれたイラストは、
市の支援を受けているＡさん（元ひきこもり当事者、20代）が
作成してくれました。

Ａさんは、自信が持てず、はじめはあらゆることに無関心で、
人と接することも苦手でしたが、得意のイラストを活かしたボ
ランティア活動等を通じて、多くの人と接する中で、しだいに
前向きになり、現在は仕事をしながら、イラストレーターという
夢の実現に向けて、独学で勉強を続けています。

尼崎市では、こうした誰もが持っている「可能性」を尊重し、
ささえ、伸ばしていく取組みを進めています。

尼崎市が目指す取組

互いに尊重し つながりささえあい 安全・安心に
“ともにいきる”まち あまがさき

第４期あまがさき地域福祉計画 基本理念



資料２

























































































尼崎市 福祉局 福祉部 重層的支援推進担当

AMAGASAKI CITY

地域の見守り・ささえあいの充実

【本日の説明】

１ 災害時要援護者支援事業の紹介

２ 高齢者等見守り安心事業

３ 重層的な見守り体制

資料３－１



尼崎市 福祉課

１ 災害時要援護者支援事業の紹介

AMAGASAKI CITY

【別添】要配慮者（災害時要援護者）支援に係る主な取組状況について



尼崎市 福祉課

【 避難行動要支援者名簿の作成、個別避難計画の作成の推進 】

地域の避難支援関係者に避難行動要支援者名簿を提供をしています。

また、自主防災組織や民生児童委員・当事者団体・福祉専門職等と連携し
個別避難計画の作成に取り組んでいます。

共助による災害時の避難支援の仕組みづくり ①

地域住民と専門職を交えた個別避難計画作成 個別避難計画に基づく地域の防災訓練



尼崎市 福祉課

【 市社協と連携した地域住民による見守り活動の推進】

高齢者等が地域で孤立しないよう社会福祉協議会と連携し、地域住民主体の
見守り活動を推進し、地域のつながり作りを進めています。

共助による災害時の避難支援の仕組みづくり ②

地域住民による見守り 高校生と地域住民による見守り



● 事業趣旨
 高校生や大学生が地域福祉課題の解決に取り組む市民活動

団体と協働し、市内をフィールドに取り組む授業や研究活動
等の費用の一部を補助（学生等一人あたり最大10千円の合
計額とし1グループ300千円を上限）

 学生等が自分たちの学びと地域社会とのつながりに気づく
ことで学習意欲等を高めるとともに、様々な出会いと交流、
地域の魅力を発見することで、シチズンシップを育み、将来
の地域に貢献する人材を育成することを目的

 学生等の様々な学びの活動が市内に広がることにより、地
域活動の活性化や新たな学びの創出を期待

● 活動実績 ※（）内は活動グループ数

〜高校生、大学生等への福祉教育の推進〜

「尼崎市支え合いを育む人づくり支援事業」

計 市内 市外

平成30年度 5(5) 5(8) 2(5) 3(3) 350
令和元年度 4(4) 5(11) 2(7) 3(4) 344
令和2年度 5(6) 5(9) 2(6) 3(3) 368
令和3年度 4(7) 5(9) 2(6) 3(3) 451
令和4年度 4(6) 6(11) 2(7) 4(4) 484
令和5年度 6(9) 5(10) 2(6) 3(4) 867
令和6年度 6(9) 6(10) 2(5) 4(5) 878

高校
大学 参加

人数

取組の背景（課題認識）
第４期あまがさきし地域福祉計画アンケートより

市民の活動における困りごと

活動に参加していない理由

地域活動の担い手不足が
深刻化する一方で、
若い世代が活動に参加で
きていない。

20～29歳
がもっとも
割合が高い

【主な活動内容】

〇特別支援学校×自治会
喫茶活動による交流の場づくり

〇高校生×民生児童委員
要配慮者支援

〇大学生×難病団体
「防災福祉力」向上プロジェクト

〇大学生×こども食堂実施団体
こども食堂を通じた地域交流



尼崎市 福祉課

2 高齢者等見守り安心事業

AMAGASAKI CITY



地域から選任された見守り活動者が、お一人暮らしの高齢者等に対して、日ごろから声かけをなどを行い、
安否確認を行う活動
地域から選任された見守り活動者が、お一人暮らしの高齢者等に対して、日ごろから声かけをなどを行い、
安否確認を行う活動

概 要

・日頃からの地域とのつながりづくり（孤立の防止）
・課題を早期に発見し、必要な支援につなぐ仕組みづくり
・日頃からの地域とのつながりづくり（孤立の防止）
・課題を早期に発見し、必要な支援につなぐ仕組みづくり

目 的

実施地区(R7.10.30時点） 49地区/７５地区49地区/７５地区

尼崎市高齢者等見守り安心事業（H22〜、尼崎市社会福祉協議会に委託）

見守り活動の方法
・１週間に１回外観見回り
・２週間に１回訪問
・１週間に１回外観見回り
・２週間に１回訪問



高齢者等への見守り × 若い世代が取り組む地域づくり ①

要支援者見守り・支え合い事業の協力に関する協定尼崎市×県立高校

・生徒に対する福祉・防災教育に関する事項

・生徒が活動するための環境づくりや情報提供に関する事項



参加者した

高校生の声

 活動を通して、地域住民の温かさやつながりの大切さを感
じることができました。

 地域には、独居高齢者や認知症を抱えた家族が多いことや
多くの高齢者が「人と話すことが少なくてさみしい」という
声を聞き、「孤立」が広がっていることを実感しました。

 自分の祖父母や近所の高齢者に対して、自然と気に掛ける
ことができるようになりました。

お一人ぐらしの
高齢者の声

 1人暮らしでマンネリ化した生活を送っている
中、高校生が来てくれて、時間をかけて話を聞
いてもらえました。

 高校生の対話の姿勢が素晴らしかった。

 高校生と一緒に訪問することで、訪問先の高
齢者がいつもより気さくに話してくれました。

 相手に寄り添うといことは、単に話を聞くだけ
ではなく、相手を理解するために努力し、また
自分の思いも伝え、お互いに本音で話ができ
る関係づくりが大切と助言しました。

同行した
活動者の声

高齢者等への見守り × 若い世代が取り組む地域づくり②

大学生も

見守り活動に参画中



尼崎市における様々な方法を活用した高齢者等の見守り体制

高齢者等見守り安心事業 民生児童委員による友愛訪問民生児童委員による友愛訪問 高齢者ふれあいサロン

いきいき百歳体操いきいき百歳体操
在宅高齢者等

あんしん通報システム

在宅高齢者等

あんしん通報システム

協力事業者による

見守り

協力事業者による

見守り



尼崎市 福祉課

３ 重層的な見守り体制

AMAGASAKI CITY



福祉課題の解決

・見守りに関すること
・地域福祉活動の推進に関すること
・災害時支援に関すること
・その他地域福祉の推進に関すること

尼崎市 × 協力事業者「尼崎市地域福祉の推進協定」

尼崎市 協力事業者

連携の内容



尼崎市が目指す取組尼崎市が目指す取組

事業者の想い

多様な人々の
「協働」による
まちづくり

AMAGASAKI CITY

 高齢化、孤立世帯の増加、介護、地域の安全、防災
など・・地域課題は多様化

 地域を引っ張るリーダーや担い手が不足していた
り、活動者が固定していたりと行政では課題を解
決できない。

 協力事業者にも地域の「担い手」に！

行政の思い・・

第４期あまがさき地域福祉計画 基本理念 互いに尊重し つながりささえあい 安全・安心に
“ともにいきる”まち あまがさき

 地域の課題に貢献することで、地
域住民からの信頼の獲得

 社員が地域社会への貢献を実感
することでモチベーションアップ

 市から地域の情報を得られやすく
なり、今後の事業展開に活用
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要配慮者（災害時要援護者）支援に係る主な取組状況について 

１ 福祉避難所の指定について 

令和６年度は養護老人ホーム(長安寮)が廃止となり、新たに特別養護老人ホーム 1 施設(百楽荘)を加えた

計４６施設を指定している。（令和 7 年 3 月末日時点） 

指定年度
令和元年度 令和2年度 令和3年度 合計

施設種別 施設数
受入可能

人数
施設数

受入可能

人数
施設数

受入可能

人数
施設数

受入可能

人数
施設数

受入可能

人数
施設数

受入可能

人数
施設数

受入可能

人数
施設数

受入可能人

数

尼崎市 5 464 2 174 2 101 0 0 1 49 0 0 0 0 10 788

老人福祉C 1 184 1 184

障害者施設 2 75 1 49 3 124

障害児施設 2 205 2 205

教育施設 1 110 1 110

市施設 1 64 2 101 3 165

民間 20 737 9 80 2 27 4 124 0 0 1 27 0 8 36 1,003

特別養護老人 18 713 1 35 1 24 20 772

養護老人 1 16 ▲ 1 ▲ 16 0 0

障害者・児施設 9 80 1 50 10 130

児童養護施設 1 8 1 8

老人福祉施設 2 27 2 39 1 27 5 93

総計 25 1,201 11 254 4 128 4 124 1 49 1 27 0 8 46 1,791

平成30年度以前 令和4年度 令和５年度 令和６年度

 

２ 避難行動要支援者名簿について 

⑴ 避難行動要支援者の内訳（令和 7 年 3 月末日時点） 

要介護
認定者

身体障害者
手帳所持者

療育手帳
所持者

精神障害者
保健福祉手
帳所持者

難病患者 妊産婦
及び乳幼児

高齢者世帯
の者

高齢者世帯
要件のみの者

要配慮者 人 123,982 29,314 18,025 5,557 6,112 4,591 6,466 95,846 64,932

割合 100% 23.6% 14.5% 4.5% 4.9% 3.7% 5.2% 77.3% 52.4%

人 104,472 26,874 14,913 1,865 1,478 4,591 32 95,846 64,932

割合 100% 25.7% 14.3% 1.8% 1.4% 4.4% 0.0% 91.7% 62.2%

人 31,384 12,920 6,130 854 339 1,000 4 29,271 14,917

割合 100% 41.2% 19.5% 2.7% 1.1% 3.2% 0.0% 93.3% 47.5%
不同意
者等 人 3,948 1,021 621 66 60 187 1 3,628 2,338

対象者 総数
内訳（重複あり）

避難行動要支
援者

同意者
(名簿
掲載者)

 

（参考） 避難行動要支援者等の範囲  

①要介護認定者（要介護３以上） ②身体障害者手帳を所持する者（１，２級） ③療育手帳を所持する者（療育手帳 A） 
④精神障害者保健福祉手帳を所持する者（１級） ⑤難病患者（特定医療費（指定難病）受給者等） ⑥６５歳以上のみ世
帯（一人暮らし・夫婦等）⑦上記以外で特に配慮を要する者 

⑵ 避難行動要支援者名簿提供団体数の推移 

自主防災会を担う社会福祉連絡協議会（以下「連協」という。）等に対して、様々な機会を捉えて理解・

協力要請を行い、新たに 2 連協に受け取っていただいた。一方で、１単協が名簿情報の管理が困難であ

ること等の理由により名簿の返却があった。 

令和 7 年 3 月末時点で 27 社会福祉連絡協議会、19 単位福祉協会に避難行動要支援者名簿を受け

取っていただいている。 

資料３－２
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提供団体数 R1 R2 R3 R4 R5 R6

社会福祉連絡協議会 16 20 22 24 25 27

単位福祉協会 29 31 32 21 22 19
※R6.8神崎連協+1　　R6.10竹谷連協+1 R6.11ろうきんコーポ-1 R6.4立花東連協編入-1　三反田第１解散-1 

（提供団体数の考え方）  

社会福祉連絡協議会又は単位福祉協会の希望に応じて、それぞれに名簿提供しているため、提供団体数もそれぞれ
で計上しているが、社会福祉連絡協議会内の全ての単位福祉協会に名簿提供が完了している場合は、１社会福祉連
絡協議会として計上し直している。 
 

３ 個別避難計画について 

「尼崎市における段階的な個別避難計画作成の考え方」に基づき、⑴ ご本人やご家族・避難支援等関係者

による個別避難計画作成の取組と並行して、災害リスクの高いと考えられる要支援者を対象とした⑵ 市が

避難支援等関係者と連携して作成する個別避難計画の取組を進めている。 

⑴ ご本人やご家族・避難支援等関係者による個別避難計画作成の取組状況 

ご本人やご家族・避難支援等関係者による個別避難計画作成の呼びかけを行った。 

〇 自主防災会への協力要請 

自主防災会の会長を担う連協会長の出席する会議に出席し、計画作成の協力要請を行うとともに、

引き続き、先行して個別避難計画作成にご協力をいただいていた自主防災会等とともに個別避難計

画の作成を進めた。 

〇 関西国際大学との協働で作成したパンフレットを活用した周知啓発 

令和 5 年度災害時要援護者支援連絡会の意見を踏まえて、関西国際大学と協働で作成したパンフ

レットを活用し、自主防災会等や事業所、当事者団体の集まりにおいて、計 25 回の市政出前講座や

説明会を行ったほか、市報や市ホームページにおいて広く個別避難計画の取組の周知を行った。 

          市政出前講座           パンフレットの配布先及び配布数 

団体種別 実施数 団体種別 団体数 配布数

当事者団体 5 当事者団体 11 515

支援団体 4 支援団体 17 1,252

事業所 3 事業所 3 115

地域 10 地域 28 2,757

学校 3 学校 6 705

合計 25 市社協 9 742

合計 74 6,086

 

〇 阪神・淡路大震災 30 年事業講演会 「防災の多様性とは？～逃げにくい人々～」の実施について 

阪神淡路大震災後 30 年の節目の年にあたり、広く市民に向けて大規模災害への備えの大切さを周

知するとともに、本市の地域防災と災害時要支援者支援を考える契機とする講演会を障害がある人

の支援に携わる NPO 法人２団体と協力して実施した。 

【講演会】  「防災の多様性とは？～逃げにくい人々～」 
（講 師） 青田由幸氏（NPO 法人さぽーとセンターぴあ代表理事） 
       東日本大震災において、福島県南相馬市内に取り残された障害者等の安否確認、

生活支援を行った実体験を振り返り、要支援者支援の実際について語る。 
（日時及び場所） 令和 6 年 11 月 15 日 中央北生涯学習プラザ 大ホール 

 令和 6 年 11 月 16 日 ベイコム総合体育館 研修室 
（参加者数） 合計約 200 人（11 月 15 日：約 130 人 11 月 16 日：約 70 人） 
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⑵ 市が避難支援等関係者と連携して作成する個別避難計画の取組について 

〇 令和 7 年 3 月末時点で家屋倒壊等氾濫想定区域及び津波・洪水両方のリスクの高いエリアにお

住まいの 512 名のうち、397 名に対し、自主防災会と連携し意向調査を実施した。その結果、作

成に不同意や施設入所等で計画作成不要な 234 名を除いた 163 名に働きかけを行い、163 名

全ての計画を作成し、意向調査を実施した対象者の計画作成率は 58.6％となっている。 

     （個別避難計画の意向調査実施対象者の計画作成率） 

3 月末日現在の意向調査を実施した対象者の計画作成率 

５8.6％＝計画作成済 163 人÷（意向調査対象者数 512 人－計画作成対象外 234 人） 

〇 個別避難計画の提出済み者のうち、避難のタイミング等の必要項目が記載不備の方については個

別に確認を進めるとともに、未返送者については、担当のケアマネジャー等に確認し、状況把握を進

めた。 

Ｒ５年度（意向調査結果）
 計画作成同意者  計画作成対象外

送付数 計画提出済

作成済 記載不備

29 11 11 11 0 0 18 16 1 1 0

38 23 23 23 0 0 15 6 5 4 0

62 26 26 26 0 0 36 21 4 11 0

129 60 60 60 0 0 69 43 10 16 0

Ｒ６年度（意向調査結果）
 計画作成同意者  計画作成対象外

送付数 計画提出済

作成済 記載不備

第1回意向調査（6月） 119 43 43 43 0 0 76 39 14 23 0

第2回意向調査（1月） 149 60 60 60 0 0 89 43 16 30 0

268 103 103 103 0 0 165 82 30 53 0

未提出

未提出

未返送

（確認中）
長期入院

施設入所
不同意 対応不要

第1回意向調査（5月）

未返送

（確認中）
長期入院

施設入所
不同意 対応不要

第2回意向調査（8月）

第3回意向調査（12月）

合計

合計  

 

⑶ 各地区の避難行動要支援者に対応した避難訓練の取組状況 

自主防災会が実施する防災訓練において、災害対策課とも連携し、避難行動要支援者を想定した避難訓

練を支援した。その中では、個別避難計画に基づく訓練のほか、車椅子をはじめ、リヤカーの活用を想定した

避難誘導訓練が実施された。 

 （R5～R7.3 月末日現在） 

区分 個別避難計画訓練 要支援者対応訓練

自主防災会数 3 4

要支援者数 3 5

自主防災会数 3 6

要支援者数 8 7

R5年度

R6年度

 

４ その他 

⑴  防災総合訓練や「1.17 は忘れない」地域防災訓練での要配慮者避難支援訓練の実施 

〇 ８月の防災総合訓練の中で、市災害対策本部における福祉と保健部局で構成する保健援護部を中

心に、指定避難場所に避難した要配慮者等を想定して、災害マネジメントシステムによる必要な支援

を提供するための市の各部署間での情報伝達訓練を行った。 

〇 「1.17 は忘れない」地域防災訓練の中で、指定避難場所における救護所の設営、感染症隔離室や要

配慮スペースの設営、要配慮者の健康観察とトリアージなどを行った。 

トリアージの結果を踏まえて、福祉避難所指定の障害・特別養護老人ホーム 4 施設の協力のもと、同

施設と市災害対策本部の間で、施設の被災状況の確認や福祉避難所の開設、要配慮者受入調整な

どの情報伝達訓練を実施した。   
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⑵ 兵庫県立尼崎小田高校と連携したフレイル予防×防災取組について 

〇 令和５年度に、兵庫県立尼崎小田高等学校と協働して、高齢者等の要支援者に日頃から取り組んで

いただきたい「フレイル予防」と「防災」の効果的な啓発を行うための「フレイル予防×防災」のパンフレ

ットを活用した周知啓発に取り組んだ。地域の親子を対象にした「防災クッキング」において、生徒の

考案した「日ごろの取組の中で災害時に役立つフレイル予防にもつながる防災食」づくりを行い、参

加者からは、日頃の取組が大切といった声がきかれた。 

 

⑶  防災教育の支援 

将来の地域防災の担い手育成や地域の防災活動の活性化に向け、高校生や大学生が地域防災に取

り組む地域団体との協働の取組を支援した。 
 

  

 

〇 関西大学 社会安全学部 近藤ゼミ 
近藤ゼミでは、難病患者・障害児者・高齢者などの要配慮者が防災対策を

促進することに苦慮している中、学生が要配慮者との交流を通じて、防災と福
祉の実態を学び「防災福祉力」向上策を検討し、市民に向けた情報発信を行
っている。令和６年度は、学生が尼崎市難病団体連絡協議会と連携した「要
援護者災害シンポジウム」において、防災に関するアイデア報告を行い、「これ
からの防災を考える」というテーマのもと、参加者と防災に対する思いを共有
した。 

 
〇 関西国際大学 教育学部教育福祉学科 福祉学専攻ゼミ 

学生が、自治会主催のふれあいサロンや、地域住民主体の「高齢者等見守
り安心事業」に参画し、高齢者等との交流等を通じた見守り活動に取り組むと
ともに、要配慮者との交流の場として「防災サロン」を開催し、非常食の紹介や
防災クイズの実施を通して参加者と交流した。 

 
〇 武庫川女子大学 福祉ボランティアサークル 

社会福祉学科のメンバーを中心に構成するボランティアサークルの学生
が、貧困や孤独・孤立の問題など、潜在化する社会問題を学ぶきっかけとな
る市民向けシンポジウムを企画、発表のほか、子どもを含めた市民の防災意
識を高めるために、親子向けのお菓子ポシェットづくりを企画し、実施した。イ
ベントの中で、親子向けに防災クイズを行うなど、身近な活動を楽しみながら
防災について学び、“防災”を自分事としてとらえてもらうきっかけとした。 

 
〇 兵庫県立大学 防災リーダー教育プログラム 

アミング潮江商店街や高校生と連携した地域防災活動「あまおだ減災フェス」を実施し、小田地区
が直面するハザード・脆弱性を理解してもらうための取組を行い、地域防災力の向上に貢献した。ま
た、大学生が「防災」に関する地域住民向けの公開イベントや小学生への出前授業を企画し、実践し
た。 

 
〇 兵庫県立尼崎小田高等学校 看護医療・健康類型/普通科 

小田高校では、高校生が地域社会に働きかけ、平時からの顔の見える関係
づくりに取り組んでいる。民生児童委員と一緒に、地域で孤立しがちな高齢者
等を訪問したり、高齢者等が参加するふれあいサロンでの交流を通して、要
支援者の見守りに取り組み、孤立の問題や地域活動の重要性を学んだ。ま
た、多様な団体と連携して実施した「あまおだ防災訓練」においては、“フレイ
ル予防にもつながる防災食”の周知啓発を行った。 

 
〇 兵庫県立武庫荘総合高等学校 総合学科 

生徒が考案した、災害時に役立つグッズを入れた「携帯用防災ボトル」の普
及を地域の防災訓練・イベント等を通して取り組んでいる。 

また、令和 6 年度は、小学生や保護者と一緒に体を動かし楽しみながら防
災教育を広める「防災運動会」を高校生が企画・運営する形で開催するとと
もに、地域防災訓練では、地域社会の一員として地域住民の声に耳を傾け、
支え合い安心して暮らす社会について、高校生の目線で考えた。 
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 ⑷ 新たなハザードマップ作成・公表について 

   〇 新たなハザードマップの作成・公表について 

      水防法改正により、洪水及び内水ハザードマップの内容を更新するため、新たなハザードマップを作

成。 

   〇 新たなハザードマップの多言語版、点字版、音声版等の作成 

      市内の外国人が増加する中、各種災害の基礎知識や災害時の避難方法、災害情報の入手方法に関

する効果的な啓発が必要となっているため、情報発信の多言語対応の取組を進める。また、要配慮者

に対する対応についてもあわせて行っていく。（今後、新たにハザードマップの多言語版を作成、要配

慮者向けの点字版・音声版の作成を予定している。） 

 

以 上 



第４期計画策定時のアンケート調査からの主な変更点について

第４期「あまがさきし地域福祉計画」意識調査 第５期「あまがさきし地域福祉計画」意識調査（案） 主な変更ポイント

発送回収期間：R３.１.１５（金）～１.３１（日）（２週間程度） 発送回収期間：令和8年１月中旬～1月下旬（２週間程度）

調査対象数 2,000人（回収数817人　有効回収率　41.1%) 2，０００人（必要回収数400人　必要有効回収率20％以上）

調査対象
抽出条件

　住民基本台帳に記載されている市内在住の満２０歳以
上の市民の中から抽出した対象者が同一世帯とならない
よう、次の条件を踏まえたうえで、2,000人を無作為抽
出する。
　①　地区及び男女比、年齢が偏らないように抽出
　②　民生児童委員・保護司は対象外

　住民基本台帳に記載されている市内在住の満18歳以
上の市民の中から、次の条件を踏まえたうえで、2,000
人を無作為抽出する。
　①　地区及び男女比、年齢が偏らないように抽出

・同一世帯の除外をなくす。
・民生児童委員・保護司を対象外としな
い。視点が異なるアンケートのため。

41項目（表紙含む12ページ） 40項目（表紙含む12ページ）
１項目減少

（３項目削除、１項目統合、３項目追加）

　①　属性（６） 　①　属性（７） 家族の属性に関する項目追加

　②　ご近所とのつきあいや地域活動などについて（４） 　②　ご近所とのつきあいや地域活動などについて（４） コロナ禍での影響に関する内容変更等

　③　地域の支え合いにつながる活動について（８） 　③　地域の支え合いにつながる活動について（７）

　④　様々な困りごとについて（６） 　④　様々な困りごとについて（６）
「身寄りのない高齢者等」の不安把握の
ための内容変更等

　⑤　権利擁護に関する制度について（４） 　⑤　権利擁護に関する制度について（３）
成年後見制度の認知度把握のための項
目追加等

　⑥　非行や犯罪をした人の立ち直りについて（４） 　⑥　非行や犯罪をした人の立ち直りについて（４）
再犯防止への取組への協力に関する内
容変更等

　⑦　災害時の支援について（８） 　⑦　災害時の支援について（８） 避難生活の想定に関する内容変更等

　⑧　さいごに（１） 　⑧　さいごに（１）

調査対象数 799人（回収数779　有効回収率97.5％） 763人(※左記の人数は、R7.8.1時点）

調査対象
抽出条件

R2.12.1現在の民生児童委員 R７.１２.1委嘱予定の民生児童委員

4２項目（表紙含む11ページ） 40項目（表紙含む11ページ）
２項目減少

（４項目削除、２項目追加）

　①　属性（５） 　①　属性（５）

　②　新型コロナウイルス感染症の影響について（２） 　②　ご近所とのつきあいや地域活動などについて（１） コロナ禍での影響に関する内容変更等

　③　担当区域の状況について（７） 　③　担当区域の状況について（８）

　④　他の関係機関との連携について（６） 　④　他の関係機関との連携について（６）

　⑤　ボランティア活動について（２） 　⑤　ボランティア活動について（１）

　⑥　権利擁護に関する制度について（７） 　⑥　権利擁護に関する制度について（６）
成年後見等支援センターの認知度把握
のための項目追加等

　⑦　非行や犯罪をした人の立ち直りについて（４） 　⑦　非行や犯罪をした人の立ち直りについて（４）
再犯防止への取組への協力に関する内
容変更等

　⑧　災害時の支援について（８） 　⑧　災害時の支援について（８） 避難生活の想定に関する内容変更等

　⑨　さいごに（１） 　⑨　さいごに（１）

調査対象数 １６5人 177人(※左記の人数は、R7.8.1時点）

調査対象
抽出条件

R2.12.1現在の保護司 R7.12.1現在の保護司

27項目（表紙含む７ページ） 26項目（表紙含む8ページ）
１項目減少

（３項目削除、２項目追加）

　①　属性（５） 　①　属性（５）

　②　新型コロナウイルス感染症の影響について（１） コロナ禍での影響に関する項目削除

　③　保護観察対象者への支援について（５） 　②　保護観察対象者への支援について（５）

　④　他の関係機関との連携について（４） 　③　他の関係機関との連携について（５）

　⑤　権利擁護に関する制度について（７） 　④　権利擁護に関する制度について（６）
成年後見等支援センターの認知度把握
のための項目追加等

　⑥　災害時の支援について（４） 　⑥　災害時の支援について（４） 避難生活の想定に関する内容変更等

　⑦　さいごに（１） 　⑦　さいごに（１）

調査対象数 ２42事業者（回収数149事業者　有効回収率61.6％） 約２5０事業者

調査対象
抽出条件

　NPOを含む市内の全福祉事業者約2,000者に対し、
次の条件での抽出対象を除き、各事業ごとに約1割を基
本として抽出
　①　地域の拠点として活用できる全ての介護老人福祉
施設・介護老人保健施設（37）
　②　全ての地域包括支援センター（１２）、障害者相談支
援事業所（５）
　③　つどいの広場（地域子育て支援拠点事業）（１０）、地
域活動支援センター（１０）
　④　上記以外で施設種別、事業内容別に偏りがないよう
各区分ごとに約1割を基本とする。
　⑤　複数事業を持つ事業者は、可能な限り重複を排除

　NPOを含む市内の全福祉事業者約2,000者に対し、
次の条件での抽出対象を除き、各事業ごとに約1割を基
本として抽出
　①　地域の拠点として活用できる全ての介護老人福祉
施設・介護老人保健施設（37）
　②　全ての地域包括支援センター（１２）、障害者相談支
援事業所（６）
　③　つどいの広場（地域子育て支援拠点事業）（１０）、地
域活動支援センター（２４）
　④　上記以外で施設種別、事業内容別に偏りがないよう
各区分ごとに約1割を基本とする。
　⑤　複数事業を持つ事業者は、可能な限り重複を排除

42項目（表紙含む12ページ） 4１項目（表紙含む12ページ）
１項目減少

（３項目削除、２項目追加）

　①　事業所の概況（５） 　①　事業所の概況（５）

　②　地域での活動について（７） 　②　地域での活動について（5） コロナ禍での影響に関する内容変更等

　③　他の関係機関との連携について（10） 　③　他の関係機関との連携について（11）

　④　権利擁護に関する制度について（７） 　④　権利擁護に関する制度について（７）
成年後見等支援センターの認知度把握
のための項目追加等

　⑤　非行や犯罪をした人の立ち直りについて（４） 　⑤　非行や犯罪をした人の立ち直りについて（４）
再犯防止への取組への協力に関する内
容変更等

　⑥　災害時の支援について（８） 　⑥　災害時の支援について（８） 避難生活の想定に関する内容変更等

　⑦　さいごに（１） 　⑦　さいごに（１）
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アンケート調査項目一覧表≪市民≫

前回調査 今回調査
変更の
有無

備考

１　あなたご自身のことについて

性別 （１） （１）

年齢 （２） （２）

家族構成 （３） （３）

家族の中にいる人 － （４） 新規
こども・高齢者・障害のある方が、自身や家族の方があてはまるかどうか
で、意識等に違いがあると思われるため、設問を追加する。

居住地区 （４） （５）

現在の住居での居住年数 （５） （６）

職業 （６） （７）

２　ご近所とのつきあいや地域活動などについて

あなたは身近な地域の人とどのような交流がありますか。 問１ 問１

（地域での交流がある人に）
ご近所とのつきあいや地域活動などについて新型コロナウイルス感染症による影響は
ありましたか。

問１-１ 問２ 変更

・質問対象者を【地域での交流がある人】だけでなく、【全員】に変更す
る。
・「～直近５年間での変化はありましたか」に変更する。
　（コロナが５類に移行したことを受けて）

（地域の人との交流がない人に）
身近な地域の人と交流がない理由は何ですか。

問１-２ 問１-１

地域活動や学びの場に関して、①参加したことがあるもの、②今後参加したいと思う
ものについて〇をつけてください。

問２ 問３

３　ボランティア活動など地域の支え合いにつながる活動について

これまでに、日常のちょっとした声掛けや手助けなどをしたことがありますか。 問３ 問４

ボランティア活動など地域の支え合いにつながる活動に参加していますか。 問４ 問５

（参加している・参加したことがある人に）
あなたが、活動に参加したきっかけは何ですか。

問４-１ － 削除
・これまでのアンケートにおいて、「近所や地域の人に誘われたため」の回
答が半数を占めており、その他の選択肢を含め比較しても変動があまり見ら
れないため、設問を削除する。

あなたが、現在参加している（以前に参加したことがある）活動について、あてはま
るものに○をつけてください。

－ 問５-１ 新規

・無回答を少なくするため、【前回調査：問６】の構成を変更したもの。
・【前回調査：問６➀】での設問を【今回調査：問５】で経験がある方のみ
への質問とする。
・「高齢者、障害のある人」への支援と「子ども」に関する支援への切り分
けを行うため、選択肢の文言変更等を行う。
　◎選択肢１～３「高齢者、障害のある人『等』の～」の「等」を削除
　◎「ＰＴＡなど小・中学校の活動や登下校の見守り活動」を追加

（参加している・参加したことがある人に）
あなたが活動をする中で、困っていることはありますか。

問４-２ 問５-２ 変更
・選択肢の文言変更等を行う。
　◎メンバーの固定化について、「高齢化している」という限定を削除
　◎「困りごとは特にない」を追加

（参加したことがない人に）
活動に参加していない理由は、次のどれですか。

問４-３ 問５-３

日常のちょっとした声掛けや手助けなどを含めた地域の支え合いにつながる活動をし
た中で、良かったことはありますか。

問５ 問６

ボランティア活動など地域の支え合いにつながる活動に関して、
①　あなたが、現在参加している（これまでにしたことがある）活動
②　あなたが、今後、新たに参加してみたい活動
③　身近な人あるいは地域の人が困っていて必要と感じていると思う活動
について、〇をつけてください。

問６ 問７ 変更

・無回答を少なくするため、【前回調査：問６】の構成を変更したもの。
・【前回調査：問６②・③】での設問を【今回調査：問７➀・②】として全
員への質問とする。
・「高齢者、障害のある人」への支援と「子ども」に関する支援への切り分
けを行うため、選択肢の文言変更等を行う。
　◎選択肢１～３「高齢者、障害のある人『等』の～」の「等」を削除
　◎「ＰＴＡなど小・中学校の活動や登下校の見守り活動」を追加

あなたが、高齢者や障害のある人等の見守りや支え合い活動に参加する場合、活動し
やすいと思われる範囲をおたずねします。

問７ － 削除
・これまでのアンケートにおいて、「福祉協会（自治会・町会）の区域」や
「小学校の区域」が半数を占めており、その他の選択肢を含め比較しても変
動があまり見られないため、設問を削除する。

４　さまざまな困りごとについて

あなたが日常生活において感じている不安には、どのようなものがありますか。 問８ 問８ 変更

・「身寄りのない高齢者等への支援」に関して、実際に不安に感じている方
がどの程度いるか調査を行うため、選択肢の文言変更等を行う。
　◎「自分や家族の老後の生活のこと」
　　「介護、介助に関すること」
　　⇒「自分や家族の介護が必要になったときのこと」
　　　「認知症など意思決定が難しくなったときのこと」に変更
　◎「死後の手続きに関すること（葬儀や財産管理など）」を追加

あなたが、困りごとがあった時に相談できる人（窓口）はだれ（どこ）ですか。 問９ 問９

（相談できる人はいない・相談しようと思わない人に）
その理由を教えてください。

問９-１ 問９-１

あなたの隣近所に暮らしの困りごとを抱えている人がいた場合に、市や支援機関の窓
口に相談や報告を行いますか。

問10 問10

（相談・報告をしない人に）
その理由を教えてください。

問10-１ 問10-１

暮らしの困りごとに関する制度を調べる時の情報の入手先はどこですか。 問11 問11

５　権利擁護に関する制度について

あなたは、成年後見制度をご存じですか。 － 問12 新規 ・成年後見制度の認知度を把握するため、質問を追加する。

あなた自身やあなたの家族や親族が、判断が十分にできなくなり生活に支障が生じた
場合に、成年後見制度を利用したいと思いますか。

問12 問14

（利用したくない人に）
成年後見制度を利用したいと思わない理由は何ですか。

問12-１ 問14-１

あなたのまわりに、成年後見制度の利用が必要と思われる方はいますか。 問13 － 削除
・前回のアンケートでは、「いない」「わからない」が９割弱を占めてお
り、大きく変動が見られないと想定されることから、質問を削除する。

成年後見制度について相談できるところをご存じですか。 問14 問13 変更
・選択肢の文言変更を行う。
　◎「市役所の市民相談窓口」⇒「市の各窓口（コールセンター含む）」
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前回調査 今回調査
変更の
有無

備考

６　非行や犯罪をした人の立ち直りについて

非行や犯罪をした人の立ち直りのために必要だと思うことはありますか。 問15 問15 変更
・第二次再犯防止推進計画における重点課題に合わせて、選択肢を追加す
る。
　◎「保健医療・福祉サービス」を追加

あなたは、非行や犯罪をした人の立ち直りに協力したいと思いますか。 問16

（協力したいと思う人に）
どのような協力をしたいと思いますか。

問16-１

（協力したいと思わない人に）
協力したいと思わない理由を教えてください。

問16-２ 問16-１ 　

７　災害時の支援について

あなたは南海トラフ巨大地震の想定浸水域内にお住まいですか。 問17 問17 変更 ・質問文にハザードマップ（令和７年９月配布）のことを追加する。

あなたは、南海トラフ巨大地震が起きた際に、お住まいの地域でどれくらいの被害が
想定されているかをご存じですか。

問18 問18

風水害や地震などの災害が起こったとき、あなたはどこに避難しますか。 問19 問19 変更

・選択肢の文言変更等を行う。
　◎「市内の家族・親族の家」「市内の友人・知人の家」
　　「市外の家族・親族の家」「市外の友人・知人の家」
　　⇒「市内の家族・親戚や知人の家」「市外の家族・親戚や知人の家」
　　　へ変更
　◎「在宅避難」「車中泊避難」を追加

あなたは、福祉避難所とはどのような場所のことを指すかご存じでしたか。 問20 問20

災害が起こったときに、あなたが安否確認等の声かけをしてもらいたいと思う人は誰
ですか。

問21 問21 変更
・（○は１つ）から（〇はいくつでも）に変更する。
・選択肢「消防」「警察」を「消防・警察などの行政機関」に統合する。

災害が起こったときに、あなたは、安否確認等の声かけや避難所での手伝いなどの活
動をしようと思いますか。

問22 問22

災害時の対策として国、県や市が進めていることをご存じですか。
　①高齢者や障害者などの災害時の要配慮者の名簿を作成して、地域の支援
　　関係者へ提供を行っていること
　②要配慮者一人ひとりの身体や生活の状況に合わせて、避難方法を事前に
　　決めておく個別支援計画の作成を支援していること

問23 問23

地域にお住まいの高齢者等の要配慮者の避難支援に関して、①あなたが日頃から取り
組んでいること、②地域で取り組むことが必要だと思われることについて、○をつけ
てください。

問24 問24

８　さいごに

尼崎市のこれからの福祉に関するまちづくりについて、ご自由にご記入ください。 問25 問25

問16 変更

・市民へ「協力したいか」と質問はハードルが高いと思われることから、質
問を統合する。（前回アンケートで、「（協力したいと）思う」「どちらか
といえば思う」の回答は２割程度）
　◎「非行や犯罪をした人の立ち直りに協力できると思うことは
　　　ありますか。」へ質問文を変更
　◎選択肢の順番を比較的取り組みやすい協力から順へ並べる。



アンケート調査項目一覧表≪民生児童委員≫

前回調査 今回調査
変更の
有無

備考

１　あなたご自身のことについて

年齢 （１） （１）

民生児童委員としての活動年数 （２） （２）

担当区域が属する地区 （３） （３）

活動頻度 （４） （４）

民生児童委員以外の地域での役割 （５） （５） 変更 ・選択肢に「いずれもない」を追加する。

２　新型コロナウイルス感染症の影響について

ご近所とのつきあいや地域活動などについて新型コロナウイルス感染症による影響は
ありましたか。

問１ 問１

新型コロナウイルス感染症の影響により、担当区域で発生した又は懸念される課題は
何ですか。

問２ － 削除 ・コロナが５類に移行したことを受けて削除する。

３　担当区域の状況について

現在、担当区域で対応している要援護者はどのくらいいますか。 問３ 問２ 変更
・世帯数の記入を削除し、「現在、担当区域で対応している要援護者はいま
すか。」に質問を変更する。

担当区域において、支援を必要だとは思うものの、支援を受けていない又は拒否して
いる事例はありますか。

問４ 問４ 変更 ・世帯数の記入を削除する。

（あると回答した人に）
わかる範囲で結構ですので、支援を受けていない又は拒否している理由を教えてくだ
さい。

問４-１ 問４-１

担当区域が属する福祉協会で地域福祉活動（ふれあい喫茶や老人給食、子育てサロン
などの集いの場や高齢者等の見守り活動など）が行われていますか。

問５ 問５

（行われていないと回答した人に）
地域福祉活動が行われていない理由は何だと思われますか。

問５-１ 問５-１ 変更
・「新型コロナウイルス感染拡大により一時的に中止しているため」を削除
する。

民生児童委員活動を通して把握している担当区域の生活・福祉課題は何ですか。 問６ 問６ 変更
・選択肢の文言変更を行う。
　◎「子どもの貧困」⇒「子どもの貧困の増加」
　◎「災害時の要援護者の避難支援」⇒「災害時の要援護者の増加」

あなたが支援をしている対象者又は世帯に複数の課題（生活困窮、障害・介護サービ
スが必要な状況、引きこもり、虐待等）が重なり、支援困難な事例がありますか。

問７ 問７

４　関係団体との連携について

あなたの関係団体との連携に関して、
①普段の活動の中で相談したり協力を求めるところ
②これからの活動の中で新たに相談や連携が必要と考えているところ
について〇をつけてください。

問８ 問８ 変更
・選択肢の追加する。（保護司、事業所向けアンケートと合わせる）
　◎「保護司」の追加
　◎「ボランティア団体」の追加

社会福祉法人尼崎市社会福祉協議会では、住民同士がささえあう・助け合う地域づく
りを進めるため、各６地区に、ささえあい地域活動センター「むすぶ」を設置し、地
域住民の様々な相談対応や、地域活動の立ち上げ支援、地域活動の担い手の育成等を
行っているのをご存じですか。

問９ 問９

個別課題を支援するための関係機関が開催する会議のうち、参加しているものはどれ
ですか。

問10 問10 変更

・選択肢の文言変更を行う。
　◎「地域ケア会議（地域包括支援センター主催）」
　　⇒「地域包括支援センタ主催の地域ケア会議」に変更
　　（その他の選択肢についても、【どこ】が主催かを先に記載する）
　◎「１～３以外の個別ケース会議」
　　⇒「重層的支援推進担当主催の個別ケース会議」

関係機関や地域の支援者との連携が必要な時に、スムーズに連携できていますか。 － 問11 新規
【評価指標】
・スムーズな連携ができているかどうかの把握のため、設問を追加する。

地域住民や他機関と相談、協働する際に、どういったことにお困りですか。 問11 問12 変更
・質問文を「課題に感じることはありますか。」に変更する。
・「これまでに困ったことはない」を「特に感じることはない」に変更す
る。

担当区域の生活・福祉課題を解決するために関係機関や関係者が集まり定期的に話し
合う場はありますか。

問12 問３ 変更 ・担当区域を確認する質問として、質問順を変更する。

あなたが、地域の福祉事業者に期待することは何ですか。 問14 問13

５　地域のボランティア活動を充実させるための方法について

さまざまな方が、ボランティア活動など地域の支え合いにつながる活動に積極的に参
加するためには、どういった条件や仕組みが必要だと思われますか。

問15 問14

ボランティア活動など地域の支え合いにつながる活動を充実させるために、どのよう
な取り組みが必要だと思いますか。ご自身の意見を記載してください。

問16 － 削除 ・問15で似ている自由記述の選択肢があるため、設問を削除する。

６　権利擁護に関する制度について

あなたは、日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）についてご存じです
か。

問17 問15

担当区域に日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）の利用が必要と思わ
れる方はいますか。

問18 問16

日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）の利用において、どのようなこ
とが課題だと思いますか。

問19 － 削除
・前回アンケートでは、１つ前の質問の担当区域内において制度利用が必要
と思われる人が「いない」「わからない」という回答が半数以上を占めるた
め。

あなたは、成年後見制度についてご存じですか。 問20 問17

担当区域に成年後見制度の利用が必要と思われる方はいますか。 問21 問18

あなたは、尼崎市成年後見等支援センターについてご存じですか。 － 問19 新規 ・支援関係者への認知度を測るため、質問を追加する。

成年後見制度の利用において、どのようなことが課題だと思いますか。 問22 － 削除
・前回アンケートでは、１つ前の質問の担当区域内において制度利用が必要
と思われる人が「いない」「わからない」という回答が半数以上を占めるた
め。

権利擁護の各種制度について、相談ができるところをご存じですか。 問23 問20 変更

・質問文を「あなたは、日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事
業）や成年後見制度について、～」に変更する。
・選択肢の文言変更を行う。
　◎「市役所の市民相談窓口」⇒「市の各窓口（コールセンター含む）」

７　非行や犯罪をした人の立ち直りについて

非行や犯罪をした人の立ち直りのために必要だと思うことはありますか。 問24 問21 変更
・第二次再犯防止推進計画における重点課題に合わせて、選択肢を追加す
る。
　◎「保健医療・福祉サービス」を追加

あなたは、民生児童委員として、非行や犯罪をした人の立ち直りに協力したいと思い
ますか。

問25 問22

（協力したいと思う人に）
どのような協力をしたいと思いますか。

問25-１ 問22-１

（協力したいと思わない人に）
協力したいと思わない理由を教えてください。

問25-２ 問22-２



前回調査 今回調査
変更の
有無

備考

８　災害時の支援について

あなたは南海トラフ巨大地震想定浸水域内にお住まいですか。 問26 問23 変更 ・質問文にハザードマップ（令和７年９月配布）のことを追加する。

あなたは、南海トラフ巨大地震が起きた際に、お住まいの地域でどれくらいの被害が
想定されているかをご存じですか。

問27 問24

風水害や地震などの災害が起こったとき、あなたはどこに避難しますか。 問28 問25 変更

・選択肢の文言変更等を行う。
　◎「市内の家族・親族の家」「市内の友人・知人の家」
　　「市外の家族・親族の家」「市外の友人・知人の家」
　　⇒「市内の家族・親戚や知人の家」「市外の家族・親戚や知人の家」
　　　へ変更
　◎「在宅避難」「車中泊避難」を追加

あなたは、福祉避難所とはどのような場所のことを指すかご存じでしたか。 問29 問26

あなたの担当区域には、災害時の要配慮者に該当するかたは何人くらいいますか。 問30 問27

あなたは、高齢者名簿兼避難行動要支援者名簿を日頃活用していますか。 問31 問28

地域にお住まいの要配慮者の避難支援のため、国や県、市は要配慮者一人ひとりの身
体や生活の状況に合わせて、避難方法を事前に決めておく個別支援計画の作成支援を
進めていることをご存じですか。

問32 問29

地域にお住まいの高齢者等の要配慮者の避難支援に関して、
① あなたが日頃から取り組んでいること
② 地域で取り組むことが必要だと思われること
について、１～７の選択肢の中からあてはまるものに○をつけてください。

問33 問30

９　その他

民生児童委員活動において、お困りのことやご提案があれば教えてください。 問34 問31



アンケート調査項目一覧表≪保護司≫

前回調査 今回調査
変更の
有無

備考

１　あなたご自身のことについて

年齢 （１） （１）

保護司としての活動年数 （２） （２）

所属分会 （３） （３）

保護司になったきっかけ （４） （４）

現在担っている保護司以外の地域での役割 （５） （５） 変更 ・選択肢に「いずれもない」を追加する。

２　新型コロナウイルス感染症の影響について

新型コロナウイルス感染症拡大により保護司活動への影響はありましたか。 問１ － 削除 ・コロナが５類に移行したことを受けて削除する。

３　保護観察対象者への支援について －

あなたは、保護観察に関する活動について、どの程度不安や負担に感じたことがあり
ましたか。

問２ 問１

対象者との面談の際には、新たに建て替わった生涯学習プラザ（地域振興センター）
内の部屋が利用できますが、あなたは利用していますか。

問３ 問２ 変更
・質問文の文言変更をする。
　◎「新たに建て替わった」を削除
　◎面談が可能な施設を追記（地域振興センター及びいくしあ）

（利用している人に）
利用している理由を教えてください。

問３-１ 問２-１

（利用していない人に）
利用していない理由を教えてください。

問３-２ 問２-２ 変更
・「近くの生涯学習プラザ（地域振興センター）」が建て替わっていないか
らを削除する。

再犯防止のためにどういった支援が必要だと思いますか。 問４ 問３ 変更

・第二次再犯防止推進計画における重点課題に合わせて、選択肢の文言変更
等を行う。
　◎「住居の確保」を追加
　◎「『保健』医療・福祉サービス」へ文言を統一
　◎「犯罪をした人の支援の推進に向けた地域支援ネットワーク
　　（保護司、更生保護施設、居住支援法人、医療機関、
　　　保健・福祉機関、民間支援団体等で構成）」へ文言を変更

４　他の関係機関等との連携について

あなたがこれまでに担当した保護観察対象者に、複数の課題（生活困窮、障害・介護
サービスが必要な状況、引きこもり、虐待等）が重なり、支援困難な事例がありまし
たか。

問５ 問４

社会福祉法人尼崎市社会福祉協議会（別紙「用語解説」を参照）では、住民同士がさ
さえあう・助け合う地域づくりを進めるため、各６地区に、ささえあい地域活動セン
ター「むすぶ」を設置し、地域住民の様々な相談対応や、地域活動の立ち上げ支援、
地域活動の担い手の育成等を行っているのをご存じですか。

問６ 問５

あなたの関係団体との連携に関して、
①普段の活動の中で相談したり協力を求めるところ
②これからの活動の中で新たに相談や連携が必要と考えているところ
について、〇をつけてください。

問７ 問６

関係機関や地域の支援者との連携が必要な時に、スムーズに連携できていますか。 － 問７ 新規
【評価指標】
・スムーズな連携ができているかどうかの把握のため、設問を追加する。

対象者の支援にあたって他の関係機関へ相談する際、どういったことにお困りです
か。

問８ 問８ 変更
・質問文を「課題に感じることはありますか。」に変更する。
・「これまでに困ったことはない」を「特に感じることはない」に変更す
る。

５　権利擁護に関する制度について

あなたは、日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）についてご存じです
か。

問９ 問９

これまで担当した保護観察対象者に、日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助
事業）の利用が必要と思われる方はいますか。

問10 問10

日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）の利用において、どのようなこ
とが課題だと思いますか。

問11 － 削除
・前回アンケートでは、１つ前の質問の担当の保護観察対象者において制度
利用が必要と思われる人が「いない」「わからない」という回答が半数以上
を占めるため。

あなたは、成年後見制度についてご存じですか。 問12 問11

これまで担当した保護観察対象者に、成年後見制度の利用が必要と思われる方はいま
すか。

問13 問12

あなたは、尼崎市成年後見等支援センターについてご存じですか。 － 問13 新規 ・支援関係者への認知度を測るため、質問を追加する。

成年後見制度の利用において、どのようなことが課題だと思いますか。 問14 － 削除
・前回アンケートでは、１つ前の質問の担当の保護観察対象者において制度
利用が必要と思われる人が「いない」「わからない」という回答が半数以上
を占めるため。

権利擁護の各種制度について、相談ができるところをご存じですか。 問15 問14 変更

・質問文を「あなたは、日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事
業）や成年後見制度について、～」に変更する。
・選択肢の文言変更を行う。
　◎「市役所の市民相談窓口」⇒「市の各窓口（コールセンター含む）」

６　災害時の支援について

あなたは南海トラフ巨大地震想定浸水域内にお住まいですか。 問16 問15 変更 ・質問文にハザードマップ（令和７年９月配布）のことを追加する。

あなたは、南海トラフ巨大地震が起きた際に、お住まいの地域でどれくらいの被害が
想定されているかをご存じですか。

問17 問16

風水害や地震などの災害が起こったとき、あなたはどこに避難しますか。 問18 問17 変更

・選択肢の文言変更等を行う。
　◎「市内の家族・親族の家」「市内の友人・知人の家」
　　「市外の家族・親族の家」「市外の友人・知人の家」
　　⇒「市内の家族・親戚や知人の家」「市外の家族・親戚や知人の家」
　　　に変更
　◎「在宅避難」「車中泊避難」を追加

あなたは、福祉避難所とはどのような場所のことを指すかご存じでしたか。 問19 問18

７　さいごに

生活環境調整や犯罪予防活動、保護観察対象者の就労支援等の保護司活動全般につい
て、ご意見やご提案があれば教えてください。

問20 問19



アンケート調査項目一覧表≪事業所≫

前回調査 今回調査
変更の
有無

備考

１　あなたご自身のことについて

事業所の形態 （１） （１）

主な利用者 （２） （２）

所在地 （３） （３）

事業活動年数 （４） （４）

相談員数 （５） （５） 変更
・「相談支援業務に従事する相談員の配置の有無」とし、有りの場合のみ人
数を記載する形に変更する。

２　地域での活動について

貴事業所は地域において、現在、どのような地域貢献活動の取組を実施しています
か。

問１ 問１

（取り組んでいる事業所に）
コロナ禍での活動をする上で工夫していることはありますか。

問１-１ － 削除 ・コロナが５類に移行したことを受けて削除する。

（取り組んでいる事業所に）
コロナ禍での活動をする上で課題となっていることはありますか。

問１-２ － 削除 ・コロナが５類に移行したことを受けて削除する。

（取り組んでいない事業所に）
地域において活動に取り組んでいない理由は何ですか。

問１-３ 問１-１ 変更 ・選択肢「新型コロナウイルス感染症の影響のため」を削除する。

コロナ禍で、地域住民と関わる機会は変わったと思われますか。 問２ 問２ 変更 ・質問文を「この５年間で、～」に変更する。

今後、貴事業所が地域において新たに取り組むとすれば、どのような活動ですか。 問３ 問３

地域貢献活動に取り組むためには、どういった仕組みがあれば良いと思われますか。 問４ 問４

３　他の関係機関等との連携について

貴事業所を利用する人や世帯の中に貴事業所の担当分野以外の困りごとを抱えている
人はいますか。

問５ 問５

（担当分野以外の困りごとを抱えている人がいる事業所に）
担当分野以外で把握している内容はどのような分野のことですか。

問５-１ 問５-１ 変更 ・件数の記入を削除する。

（担当分野以外の困りごとを抱えている人がいる事業所に）
担当分野以外の困りごとを把握した場合にどう対応しましたか。

問５-２ 問５-２

（他の相談支援機関等につながなかった事業所に）
他の相談支援機関等につながなかった理由は何ですか。

問５-３ 問５-３

あなたが支援をしている対象者の相談経路はどのような形が多いですか。 問６ 問６

社会福祉法人尼崎市社会福祉協議会では、住民同士がささえあう・助け合う地域づく
りを進めるため、各６地区に、ささえあい地域活動センター「むすぶ」を設置し、地
域住民の様々な相談対応や、地域活動の立ち上げ支援、地域活動の担い手の育成等を
行っているのをご存じですか。

問７ 問７

貴事業所と関係団体との連携に関して、
①　普段の活動の中で相談したり協力を求めるところ
②　これからの活動の中で新たに相談や連携が必要と考えているところ
について、〇をつけてください。

問８ 問８

個別課題を支援するための関係機関が開催する会議のうち、参加しているものはどれ
ですか。

問９ 問９ 変更

・選択肢の文言変更を行う。
　◎「地域ケア会議（地域包括支援センター主催）」
　　⇒「地域包括支援センタ主催の地域ケア会議」に変更
　　（その他の選択肢についても、【どこ】が主催かを先に記載する）
　◎「１～３以外の個別ケース会議」
　　⇒「重層的支援推進担当主催の個別ケース会議」

（参加したことがない事業所に）
関係機関の開催する会議に参加していない理由を教えてください。

問９-１ 問９-１

関係機関や地域の支援者との連携が必要な時に、スムーズに連携できていますか。 － 問10 新規
【評価指標】
・スムーズな連携ができているかどうかの把握のため、設問を追加する。

地域住民や他機関と相談、協働する際に、どういったことにお困りですか。 問10 問11 変更
・質問文を「～課題に感じることはありますか。」に変更
・「これまでに困ったことはない」を「特に課題は感じていない」に変更

４　権利擁護に関する制度について

あなたは、日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）についてご存じです
か。

問11 問12

貴事業所の業務を通じて、日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）の利
用を必要とする人を発見したり、利用のための支援を行うことがありますか。

問12 問13

日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）の利用において、どのようなこ
とが課題だと思いますか。

問13 問14 変更

・選択肢の文言変更等を行う。
　◎「市民や関係者への制度の周知が不足している」
　　⇒「市民への制度の周知が不足している」
　　　「事業所や支援関係者への制度の周知が不足している」に変更
　◎「制度に関する知識・理解が不足している」を追加
　◎「相談や支援の担い手が不足している」
　　⇒「日常生活自立支援事業における支援の担い手が不足している」

あなたは、尼崎市成年後見等支援センターについてご存じですか。 － 問15 新規 ・支援関係者への認知度を測るため、質問を追加する。

あなたは、成年後見制度についてご存じですか。 問14 － 削除
・９割以上の関係機関が制度の名称・内容について知っているため、削除す
る。

貴事業所の業務を通じて、成年後見制度の利用を必要とする人を発見したり、利用の
ための支援を行うことがありますか。

問15 問16

成年後見制度の利用において、どのようなことが課題だと思いますか。 問16 問17 変更

・選択肢の文言変更等を行う。
　◎「市民や関係者への制度の周知が不足している」
　　⇒「市民への制度の周知が不足している」
　　　「事業所や支援関係者への制度の周知が不足している」に変更
　◎「制度に関する知識・理解が不足している」を追加
　◎「相談や支援の担い手が不足している」
　　⇒「後見人等が不足している」

権利擁護の各種制度について、相談ができるところをご存じですか。 問17 問18 変更

・質問文を「日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）や成年後
見制度について、～」に変更する。
・選択肢の文言変更を行う。
　◎「市役所の市民相談窓口」⇒「市の各窓口（コールセンター含む）」



前回調査 今回調査
変更の
有無

備考

５　非行や犯罪をした人の立ち直りについて

非行や犯罪をした人の立ち直りに必要だと思うことはありますか。 問18 問19 変更
・第二次再犯防止推進計画における重点課題に合わせて、選択肢を追加す
る。
　◎「保健医療・福祉サービス」を追加

貴事業所では、非行や犯罪をした人の立ち直りに協力したいと思いますか。 問19 問20

（協力したいと思う人に）
どのような協力をしたいと思いますか。

問19-１ 問20-１

（協力したいと思わない人に）
協力したいと思わない理由を教えてください。

問19-２ 問20-２

６　災害時の支援について

あなたは南海トラフ巨大地震想定浸水域内にお住まいですか。 問20 問21 変更
・質問文を「貴事業所は南海トラフ巨大地震想定浸水域内に所在しています
か。」に変更する。

あなたは、南海トラフ巨大地震が起きた際に、お住まいの地域でどれくらいの被害が
想定されているかをご存じですか。

問21 問22 変更 ・質問文を「貴事業所は～」に変更する。

風水害や地震などの災害が起こったとき、貴事業所の職員や利用者はどこに避難する
か決めていますか。

問22 問23

あなたは、福祉避難所とはどのような場所のことを指すかご存じでしたか。 問23 問24 変更 ・質問文を「貴事業所は～」に変更する。

地域にお住まいの要配慮者の避難支援のため、国や県、市では、要配慮者一人ひとり
の身体や生活の状況に合わせて、避難方法を事前に決めておく個別支援計画の作成支
援を進めていることをご存じですか。

問24 問25

貴事業所では、災害時に備えて、防災マニュアルや事業継続計画（ＢＣＰ）は策定さ
れていますか。

問25 問26

市では、災害時の要配慮者に対する避難支援等の体制づくりに取り組んでいます。貴
事業者において、災害時にご協力いただけるものはありますか。

問26 問27

貴事業所が地域の要配慮者の避難支援のために、日頃から取り組んでいることはあり
ますか。

問27 問28

７　さいごに

尼崎市のこれからの福祉に関するまちづくりについて、ご意見やご提案がありました
ら、ご自由にご記入ください。

問28 問29
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尼崎市地域福祉に関するアンケート調査 

 

※調査回答をパソコン、タブレット又はスマートフォンで行う方は 

右の二次元コードを読み込むか、 

下記の URL からアクセスしてご回答ください。 

URL》・・・・・ 

※ホームページからの調査回答には、ＷＥＢ回答用のＩＤ 【        】の入力が必要です。 

１ あなたご自身のことについて 

それぞれの項目ごとに、あてはまる番号を選んでください。 

（１）性別 

（○は１つ） 

１ 男性 ２ 女性 

３ その他 ４ 回答しない 

（２）年齢 

（○は１つ） 

１ 18～29 歳 ２ 30～39 歳 

３ 40～49 歳 ４ 50～59 歳 

５ 60～69 歳 ６ 70～79 歳 

７ 80 歳以上  

（３）家族構成 

（○は１つ） 

１ ひとり暮らし ２ 夫婦のみ（事実婚含む） 

３ 親子（親族の同居含む） ４ 三世代（親族の同居を含む） 

５ ひとり親と子ども ６ その他（               ） 

（４）家族の中に 

いる人 

（○はいくつでも） 

１ 乳幼児（小学校入学前の子ども） ２ 小学生 

３ 中学生 ４ 高校生 

５ 65 歳以上の方 ６ 障害のある方 

７ 介護を必要とする方 ８ いずれもいない 

（５）居住地区 

（○は１つ） 

１ 中央地区 ２ 小田地区 

３ 大庄地区 ４ 立花地区 

５ 武庫地区 ６ 園田地区 

７ わからない ⇒具体的な町名を記入してください（             ） 

（６）現在の住居での 

居住年数 

（○は１つ） 

１ １年未満 ２ １年以上５年未満 

３ ５年以上 10 年未満 ４ 10 年以上 30 年未満 

５ 30 年以上  

（７）職業 

（主なもの１つに○） 

１ 勤め人（常勤・フルタイム） ２ 勤め人（非常勤／パート・アルバイトなど） 

３ 自営業（家族従業者を含む） ４ 学生 

５ 家事専業 ６ 無職（年金生活者を含む） 

７ その他（                                        ） 

二次元 

コード 

資料６
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２ ご近所とのつきあいや地域活動などについて 

（問１） あなたは身近な地域の人とどのような交流がありますか。（○は１つ） 

１ 困ったことがあった時に、相談できる人がいる ２ 趣味活動などを一緒にする人がいる 

３ 世間話、立ち話をする程度の人がいる  ４ 会えばあいさつをする程度の人がいる 

５ ほとんど近所とのつきあいはない   ６ 隣近所の顔も知らない 

７ その他  具体的に： 

 

問１で「５」または「６」と回答した方に 

（問１-１） 身近な地域の人と交流がない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ 必要性を感じないから    ２ 他者との交流が苦手だから 

３ 時間に余裕がないから    ４ 転入して間もないから 

５ 将来引っ越す予定だから  

６ その他  具体的に： 

再び、すべての方に 

（問２） ご近所とのつきあいや地域活動などについて直近５年間での変化はありましたか。 

（①・②のそれぞれについて、１～３のいずれかに○を１つずつ） 
 

 減少した 変わらない 増加した 

① 隣近所の住民とのコミュニケーション １ ２ ３ 

② 福祉協会（自治会・町会）等の地域の団体への関わり  １ ２ ３ 

 
（問３） 地域活動や学びの場に関して、①参加したことがあるもの、②今後参加したいと思うものについて、

１～10 の選択肢の中からあてはまるものに〇をつけてください。（○はいくつでも） 
 
 

 
➀参加した 

ことがある 

②今後、 

参加したい 

１ 地域のおまつりやイベント   

２ スポーツや健康づくりの活動   

３ 文化活動や趣味のサークルなどの活動   

４ 地域の防災や防犯のための活動   

５ 自分の住む地域の清掃活動   

６ 福祉協会（自治会・町会）、女性会、老人会、子ども会などの運営    

７ 地域振興センターが開催している講座やイベント   

８ 福祉に関する研修やイベント（ミーツ・ザ・福祉など）   

９ その他  具体的に：   

10 特にない   
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３ ボランティア活動など地域の支え合いにつながる活動について 

（問４） これまでに、日常のちょっとした声掛けや手助けなどをしたことがありますか。（○は１つ） 

１ ある     ２ ない 

 

（問５） ボランティア活動など地域の支え合いにつながる活動に参加していますか。（○は１つ） 

※職場、学校等で取り組んでいる地域でのボランティア活動、福祉協会（自治会・町会）の役員を含む  

１ 現在、参加している   ２ 以前参加したことがある 

３ 参加したことはない 

 

問５で「１」または「２」と回答した方に 

（問５-１） あなたが、現在参加している（以前に参加したことがある）活動について、あてはまるも

のに○をつけてください。（○はいくつでも） 

１ 高齢者、障害のある人の見守り活動 

２ 高齢者、障害のある人のゴミ出しや買い物などの日常的な支援活動 

３ 高齢者、障害のある人の身体的介助などの支援活動 

４ 障害のある人のコミュニケーション（手話・要約筆記・音訳・点字など）の支援活動 

５ ふれあい喫茶などの高齢者の集いの場や、いきいき百歳体操などの健康づくり・

介護予防に関する活動 

６ ＰＴＡなど小・中学校の活動や登下校の見守り活動 

７ 主に子どもに食事や学習等を提供する居場所づくりの活動 

８ 一時預かりなどの子育てに関する支援活動 

９ 災害時に支援を必要とする要配慮者（別紙「用語解説」を参照」）の避難支援等の防災活動 

10 文化・芸術を活かした地域の活動交流 

11 リサイクルや美化活動などの環境保全活動 

12 その他 

  具体的に： 

  

問５-３へ 
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問５で「１」または「２」と回答した方に 

（問５-２） あなたが活動をする中で、困っていることはありますか。（○はいくつでも） 

１ 活動メンバーが不足している 

２ 活動メンバーが固定化し、新しい人がはいってこない 

３ 活動のための資金が不足している 

４ 活動のための場所がない 

５ その他  具体的に： 

 

６ 困りごとは特にない 

 

問５で「３」と回答した方に 

（問５-３） 活動に参加していない理由は、次のどれですか。（○はいくつでも） 

１ 福祉協会（自治会・町会）がないため  ２ 仕事や家事などで時間に余裕がないため 

３ 活動の情報を知らないため   ４ 参加するきっかけがないため 

５ 一人では参加しづらいため   ６ 興味・関心がないため 

７ 地域とかかわりあいを持ちたくないため  ８ その他 

                                              具体的に： 

 

 

 

再び、すべての方に 

（問６） 日常のちょっとした声掛けや手助けなど含めた地域の支え合いにつながる活動をした中で、良かったこ

とはありますか。（○はいくつでも） 

１ 友人を得ることができた   ２ 生活に充実感ができた 

３ 知識や技能が身についた   ４ 活動そのものが楽しかった 

５ 自分に自信がついた    ６ 福祉への関心が高まった 

７ 人に感謝され喜びを感じた    

８ その他  具体的に： 

 

9 特にない    10 活動等をしたことがない 
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（問７） ボランティア活動など地域の支え合いにつながる活動に関して、 

① あなたが、今後、新たに参加してみたい活動 

② 身近な人あるいは地域の人が困っていて必要と感じていると思う活動 

について、１～1３の選択肢の中からあてはまるものに〇をつけてください。（○はいくつでも） 
 

 
➀今後、 

参加したい 

②地域に 

必要な活動 

１ 高齢者、障害のある人の見守り活動   

２ 高齢者、障害のある人のゴミ出しや買い物などの日常的 

な支援活動 
  

３ 高齢者、障害のある人の身体的介助などの支援活動   

４ 障害のある人のコミュニケーション（手話・要約筆記・音訳・ 

点字など）の支援活動 
  

５ ふれあい喫茶などの高齢者の集いの場や、いきいき百歳 

体操などの健康づくり・介護予防に関する活動 
  

６ ＰＴＡなど小・中学校の活動や登下校の見守り活動   

７ 主に子どもに食事や学習等を提供する居場所づくりの活動   

８ 一時預かりなどの子育てに関する支援活動   

９ 災害時に支援を必要とする要配慮者の避難支援等の防災 

活動 
  

10 文化・芸術を活かした地域の活動交流   

11 リサイクルや美化活動などの環境保全活動   

12 その他  具体的に： 

  

13 特にない   
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４ さまざまな困りごとについて 

（問８） あなたが日常生活において感じている不安には、どのようなものがありますか。（○はいくつでも） 

１ 仕事や収入（生活費含む）のこと           ２ 自分や家族の心身の健康のこと 

３ 自分や家族の介護が必要になったときのこと  ４ 認知症など意思決定が難しくなったときのこと 

５ 人間関係のこと（家族や友人、近隣など）      ６ 子育てに関すること 

７ 住まいのこと         ８ 死後の手続きに関すること（葬儀や財産管理など） 

９ 相談相手がいないこと                 10 災害にあった時のこと 

１１ その他  具体的に： 

 

1２ 特になし 

 

（問９） あなたが、困りごとがあった時に相談できる人（窓口）はだれ（どこ）ですか。（○はいくつでも） 

１ 家族・親族     ２ 友人や知人、近所の人 

３ 福祉協会（自治会・町会）等の役員  ４ 民生児童委員（※） 

５ 南部・北部保健福祉センター（※）  ６ 子どもの育ち支援センター「いくしあ」（※） 

７ ６地区の地域振興センター（※）   ８ 各地域総合センター（※） 

９ ５～８以外の市役所、保健所の各窓口 10 社会福祉協議会・地域福祉活動専門員（CSW）（※） 

11 地域包括支援センター（※）  12 ケアマネジャー（※） 

13 障害者相談支援事業所（※）  14 福祉施設や福祉サービス事業所 

15 医療機関の医師、相談員など  16 インターネットや SNS（※） 

17 その他  具体的に： 

 

18 相談できる人（窓口）はいない（を知らない） 

19 相談しようとは思わない 

 

※
別
紙
「用
語
解
説
」を
参
照 

問９-１へ 
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問９で「18」または「19」と回答した方に 

（問９-１） その理由を教えてください。（○はいくつでも） 

１ 相談の仕方がわからないため        ２ 困りごとを他人に知られたくないため 

３ 他人に迷惑をかけたくないため        ４ 他人に干渉してほしくないため 

５ 相談しても無駄だと感じているため 

６ その他  具体的に： 

 

 

 

再び、すべての方に 

（問 1０） あなたの隣近所に暮らしの困りごと（※）を抱えている人がいた場合に、市や支援機関の窓口に 

相談や報告を行いますか。（○は１つ） 

１ 相談・報告をする     

２ 相談・報告はしない 

 

 

問 1０で「２」と回答した方に 

（問 1０-１） その理由を教えてください。（○はいくつでも） 

１ 本人が自分で相談することだから 

２ 地域の民生児童委員などが把握して対応することだから 

３ 行政の担当者が把握して対応することだから 

４ 自分が相談・報告することではないから 

５ 本人のプライバシーに関わることだから 

６ どこに相談したらよいかわからないから 

７ 近隣とのトラブルに巻き込まれたくないから 

８ その他  具体的に： 

 

※「暮らしの困りごと」の例 

○足腰が悪くてゴミ出しや日常生活が難しい人がいる 

○学校に行けていない子どもがいる 

○郵便物がたまって顔を見かけない人がいる 

○犬猫などの動物（ペット）が適切な飼育ができないほど増えている家

がある                                    など 
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再び、すべての方に 

（問 1１） 暮らしの困りごとに関する制度を調べる時の情報の入手先はどこですか。（○はいくつでも） 

１ 市報      ２ 市の各窓口（コールセンター含む） 

３ インターネットや SNS    ４ 地域の掲示板や回覧板 

５ 公共施設の窓口にあるチラシ   ６ 社会福祉施設、医療機関 

７ 民生児童委員     ８ 友人、知人などからの口コミ 

９ その他  具体的に： 

 

10 調べたことはない 

 

５ 権利擁護に関する制度について 

（問12） あなたは、成年後見制度（※）をご存じですか。（○は１つ） 

※認知症や障害などの理由で判断能力の不十分な人に代わり、家庭裁判所が選んだ後見人が財産を

管理したり、介護などのサービスや施設入所に関する契約を結ぶなどの支援を行う制度 

１ 名称も内容も知っている  ２ 名称は知っているが、内容はよく知らない 

３ 名称も内容も全く知らない  

 

（問13） 成年後見制度について相談できるところをご存じですか。（○はいくつでも） 

１ 尼崎市成年後見等支援センター（※） ２ 市の各窓口（コールセンター含む） 

３ 地域包括支援センター   ４ 障害者委託相談支援事業所 

５ 家庭裁判所    ６ 専門職（弁護士、司法書士、社会福祉士等） 

７ その他  具体的に： 

 

８ 知らない 

 ※尼崎市成年後見等支援センター 

南部・北部保健福祉センター内に設置された、成年後見制度の利用が必要な方やその家族、支援者からの

相談に応じ、申立の支援等を行っている窓口。関係機関と密接に連携し成年後見制度の普及啓発や、市民

後見人の育成など権利擁護の推進に取り組んでいる。 
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（問14） あなた自身やあなたの家族や親族が、判断が十分にできなくなり生活に支障が生じた場合に、 

成年後見制度を利用したいと思いますか。（①・②について、１～３のいずれかに○を１つずつ） 
 

 利用したい 利用したくない わからない 

① あなた自身の場合 １ ２ ３ 

② あなたの家族や親族の場合 １ ２ ３ 

 

問 14 の①・②のいずれかに「２」または「３」と回答した方に 

（問 14-１） 成年後見制度を利用したいと思わない理由は何ですか。 

①あなた自身の場合、 ②あなたの家族や親族の場合について、１～10 の選択肢の中からあ

てはまるものに〇をつけてください。（○はいくつでも） 
 

 
①あなた自身 

の場合 

②家族や親族 

の場合 

１ 後見人でなくても家族がいるから   

２ 費用がどのくらいかかるか心配だから   

３ 手続きが大変そうだから   

４ 後見人になってほしい人が見当たらないから   

５ 他人に財産などを任せることに不安があるから   

６ 家族・親族との信頼関係が崩れるおそれがあるから   

７ どういうときに利用して良いのかわからないから   

８ 制度のことをよく知らないから   

９ なんとなく   

10 その他  具体的に： 

  

 

 

６ 非行や犯罪をした人の立ち直りについて 

（問1５） 非行や犯罪をした人の立ち直りのために必要だと思うことはありますか。（○はいくつでも） 

１ 住まいの確保の支援   ２ 就労支援 

３ 就学支援    ４ 経済的な支援 

５ 保健医療・福祉サービス  ６ 地域住民の理解 

７ 人とのつながり   ８ その他 

                                                        具体的に： 

９ 支援は必要ない 
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（問 1６） 非行や犯罪をした人の立ち直りに協力できると思うことはありますか。（○はいくつでも） 

１ 犯罪予防や更生保護（※１）に関することを知る（テレビや動画を見るなど）  

２ 犯罪予防や更生保護に関する広報・啓発活動に参加する（セミナーに参加するなど） 

３ 更生保護施設（出所後、直ちに自立更生することが困難な人たちに対して、一定期間、宿泊場所や食事

を提供する民間の施設）にお金や品物などを寄付する 

４ 更生保護に関するボランティア活動に参加する 

５ 保護司（※２）になるなど、非行や犯罪をした人に直接会って助言や援助をする 

６ その他  具体的に： 

 

 

７ 協力できることはない 

 

 

 

 

 

 

問 16 で「７」と回答した方に 

（問 1６-1） 「協力できることはない」とお答えの理由を教えてください。（○はいくつでも） 

１ 自分や家族の身に何か起きないか不安だから 

２ 非行や犯罪をした人と、かかわりを持ちたくないから 

３ 非行や犯罪をした人と、どのように接すればよいかわからないから 

４ 自分自身にメリットがないから 

５ 具体的なイメージがわかないから 

６ 時間的余裕がないから 

７ 興味がないから 

８ 非行や犯罪をした人への支援などは国や地方公共団体が行うべきだから 

９ 非行や犯罪をした人に支援などするべきではないから 

10 その他  具体的に： 

  

※１ 更生保護・・・犯罪をした人や非行のある少年を社会の中で適切に処遇することにより、その再犯を防ぎ、

非行をなくし、これらの人たちが自立し改善更生することを助けることで、社会を保護し、個

人と公共の福祉を増進しようとする活動。 

※２ 保護司・・・保護司法に基づき法務大臣から委嘱された非常勤の国家公務員。犯罪や非行をした人が刑事

施設や少年院から社会復帰を果たしたとき、スムーズに社会生活を営めるよう釈放後の住居

や就業先などの帰住環境の調整や相談を行うなど、立ち直りを地域で支える無報酬のボラン

ティアとして活動している。 
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７ 災害時の支援について 

（問1７） 令和７年９月に、市よりハザードマップ（※１）を配布していますが、あなたは南海トラフ巨大地震（※

２）の想定浸水域内にお住まいですか。（○は１つ） 

※１ 本市では水害等によるリスク軽減や市民の皆さまに円滑な避難行動をとっていただいたくため

に、洪水・内水・高潮・津波といった災害種別ごとのマップを作成しています。 

※２ 「南海トラフ巨大地震」とは、太平洋沖を震源とする大規模な地震津波災害で、国の試算によれ

ば、30年以内に６０～９０％の確率で起きると予測されています。 

１ はい    ２ いいえ   ３ わからない 

 

（問１８） あなたは、南海トラフ巨大地震が起きた際に、お住まいの地域でどれくらいの被害が想定されてい

るかをご存じですか。（○は１つ） 

１ よく知っている    ２ まあまあ知っている 

３ あまりよく知らない    ４ 知らない 

 

（問１９） 風水害や地震などの災害が起こったとき、あなたはどこに避難しますか。候補として考えていると

ころにすべて○をつけてください。（○はいくつでも） 

１ 指定避難所    ２ 福祉避難所（※） 

３ 市内
・ ・

の家族・親戚や知人の家  ４ 市外
・ ・

の家族・親戚や知人の家 

５ 在宅避難         ６ 車中泊避難 

７ 宿泊施設    ８ その他  具体的に： 

９ わからない 

 

 

 

 

（問2０） あなたは、福祉避難所とはどのような場所のことを指すかご存じでしたか。（○は１つ） 

１ 知っていた   ２ 聞いたことはある  ３ 知らなかった 

 

（問 2１） 災害が起こったときに、あなたが安否確認等の声かけをしてもらいたいと思う人は誰ですか。 

（○はいくつでも） 

１ 家族や親族    ２ 近所や地域の知り合いの人 

３ 福祉協会（自治会・町会）  ４ 民生児童委員 

５ 消防・警察などの行政機関  ６ 利用している福祉サービスの事業者 

７ その他  具体的に： 

８ 特にいない 

※ 福祉避難所 

高齢者や障害のある人など、要支援者に配慮した避難所のことであり、バリアフリーや冷暖房が完備されて

いるなど要支援者の利用に適した環境を確保できる施設。福祉避難所は災害時に必要に応じて開設する２

次的避難所であり、最初から利用することはできない。（詳しくは市のホームページをご確認ください。） 
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（問 2２） 災害が起こったときに、あなたは、安否確認等の声かけや避難所での手伝いなどの活動をしようと

思いますか。（○は１つ） 

１ はい    ２ いいえ   ３ わからない 

 

（問 2３） 災害時の対策として国、県や市が進めている次のようなことをご存じですか。 

（① ・②のそれぞれについて、１・２のどちらかに○を１つ） 
  

 知っている 知らない 

① 高齢者や障害者などの災害時の要配慮者の名簿を作成して、地域

の支援関係者へ提供を行っていること 
１ ２ 

② 要配慮者一人ひとりの身体や生活の状況に合わせて、避難方法を

事前に決めておく個別支援計画の作成を支援していること 
１ ２ 

 

（問2４） 地域にお住まいの高齢者等の要配慮者の避難支援に関して、 

①あなたが日頃から取り組んでいること、②地域で取り組むことが必要だと思われること 

について、１～７の選択肢の中からあてはまるものに○をつけてください。 （○はいくつでも） 
 

 ①日頃の取組 
②地域で必要 

な取組 

１ 地域の要配慮者の把握   

２ ハザードマップ等を活用した避難所や経路の確認   

３ 避難場所や備蓄品、避難情報の入手方法等の防災情報の共有   

４ 要配慮者の支援を想定した避難訓練の参加   

５ 要配慮者への日頃からの防災の声かけ   

６ その他  具体的に： 

  

７ 特にない   

 

８ さいごに 

（問2５） アンケートに回答した上で尼崎市のこれからの福祉に関するまちづくりについて、ご意見やご提案

がありましたら、ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

調査は以上となります。ご協力いただき、ありがとうございました。 
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尼崎市地域福祉に関する民生児童委員アンケート調査 

 

※調査回答をパソコン、タブレット又はスマートフォンで行う方は 

右の二次元コードを読み込むか、 

下記の URL からアクセスしてご回答ください。 

URL》・・・・・ 

※ホームページからの調査回答には、ＷＥＢ回答用のＩＤ 【        】の入力が必要です。 

 

１ あなたご自身のことについて 

それぞれの項目ごとに、あてはまる番号を選んでください。 

（１）年齢 

（○は１つ） 

１ １８～29 歳 ２ 30～39 歳 

３ 40～49 歳 ４ 50～59 歳 

５ 60～69 歳 ６ 70 歳以上 

（２）民生児童委員 

としての活動年数 

（○は１つ） 

１ ３年未満 ２ ３年以上６年未満 

３ ６年以上９年未満 ４ ９年以上 12 年未満 

５ 12 年以上 15 年未満 ６ 15 年以上 

（３）担当区域が属する 

地区 

（○は１つ） 

１ 中央地区 ２ 小田地区 

３ 大庄地区 ４ 立花地区 

５ 武庫地区 ６ 園田地区 

（４）活動頻度 

（○は１つ） 

１ ほぼ毎日 ２ 週２～３日 

３ 週１日程度  

４ その他  具体的に： 

 

（５）現在担っている 

民生児童委員以外 

の地域での役割 

（○はいくつでも） 

１ 保護司 ２ 福祉協会（自治会・町会）役員 

３ 消防団 ４ 尼崎市少年補導委員 

５ 少年補導員  

６ その他  具体的に： 

  

７ いずれもない  

二次元 

コード 

資料７
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２ ご近所とのつきあいや地域活動などについて 
 

 
 減少した 変わらない 増加した 

① 隣近所の住民とのコミュニケーション １ ２ ３ 

② 福祉協会（自治会・町会）等の地域の団体への関わり  １ ２ ３ 

 

３ 担当区域の状況について 

（問２） 現在、担当区域で対応している要援護者はいますか。（○はいくつでも）  

１ 認知症（疑いも含む）の方の対応 

２ 高齢者、障害者虐待の対応（疑いも含む） 

３ 子どもの虐待の対応（疑いも含む） 

４ DV の対応  

５ 子どもの貧困の対応 

６ 引きこもりの方の対応  

７ 8050 問題（別紙「用語解説」を参照）への対応 

８ 薬物依存症・アルコール依存症の対応 

９ ゴミ屋敷の対応 

10 犬猫の多頭飼育崩壊（別紙「用語解説」を参照）の対応 

11 高齢者・障害者等の消費者被害への対応 

12 その他の課題  具体的に： 

 

 

 

 

（問３） 担当区域の生活・福祉課題を解決するために関係機関や関係者が集まり定期的に話し合う場は 

ありますか。（○は１つ） 

１ ある      ２ ない       ３ 把握していない  

（問１） ご近所とのつきあいや地域活動などについて直近５年間での変化はありましたか。 

（①・②のそれぞれについて、１～３のいずれかに○を１つずつ） 



3 

（問４） 担当区域において、支援が必要だとは思うものの、支援を受けていない又は拒否している事例は 

ありますか。（○は１つ） 

１ ある       ２ ない       ３ 把握していない 

問４で「１」と回答した方に 

（問４-１） わかる範囲で結構ですので、支援を受けていない又は拒否している理由を教えてください。 

 

 

 

（問５） 担当区域で地域福祉活動（ふれあい喫茶や老人給食、子育てサロンなどの集いの場や高齢者等の見

守り活動など）が行われていますか。（○は１つ） 

１ 行われている     ２ 行われていない  ３ 把握していない 

 

問５で「２」と回答した方に 

（問５-１） 地域福祉活動が行われていない理由は何だと思われますか。（○はいくつでも） 

１ 福祉協会（自治会・町会）がなく、中心となる活動者もいないため 

２ 福祉協会（自治会・町会）はあるが、中心となる活動者がいないため 

３ NPO（別紙「用語解説」を参照）などの地域の活動団体がないため 

４ その他  具体的に： 

 

 

（問６） 民生児童委員活動を通して把握している担当区域の生活・福祉課題は何ですか。（○はいくつでも） 

１ 認知症（疑いも含む）の増加   ２ 高齢者・障害者虐待（疑いも含む）の増加 

３ 子どもの虐待（疑いも含む）の増加  ４ DV 被害の増加 

５ 子どもの貧困の増加    ６ 引きこもりの世帯の増加 

７ 8050 問題を抱える世帯の増加   ８ 高齢者・障害者等の消費者被害の増加 

９ 薬物依存・アルコール依存症の増加 10 ゴミ屋敷の増加 

11 犬猫の多頭飼育崩壊の世帯の増加 12 災害時の要援護者の増加 

13 身寄りのない高齢者の増加  14 その他  具体的に： 

 
 
 

（問７） あなたが支援をしている対象者又は世帯に、複数の課題（生活困窮、障害・介護サービスが必要な状

況、引きこもり、虐待等）が重なり、支援困難な事例がありますか。（○は１つ） 

１ よくある    ２ ときどきある  ３ あまりない  ４ ほとんどない 
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４ 他の関係機関との連携について 

（問８） あなたの関係機関との連携に関して、 

① 普段の活動の中で相談したり協力を求めるところ 

② これからの活動の中で新たに相談や連携が必要と考えているところ 

について、１～16 の選択肢の中からあてはまるものに〇をつけてください。（○はいくつでも） 
 

 ①普段の活動 ②新たな連携先 

１ 南部・北部保健福祉センター   

２ 子どもの育ち支援センター「いくしあ」   

３ ６地区の地域振興センター（※）   

４ 各地域総合センター（※）   

５ 上記以外の本庁、保健所の各窓口   

６ 地域包括支援センター（※）   

７ ケアマネジャー（※）   

８ 障害者委託相談支援事業所（※）   

９ 福祉協会（自治会・町会）等の役員   

１０ 保護司   

１１ ボランティア団体   

1２ 地域福祉活動専門員（社協むすぶグループ）（※）   

1３ 福祉サービスを行う民間事業者（NPO 法人も含む）   

1４ 医療機関の医師、相談員   

1５ 学校・保育所等の子どもに関する機関   

1６ その他  具体的に：   

 

（問９） 社会福祉法人尼崎市社会福祉協議会では、住民同士がささえあう・助け合う地域づくりを進めるた

め、各６地区に、ささえあい地域活動センター「むすぶ」を設置し、地域住民の様々な相談対応や、地域

活動の立ち上げ支援、地域活動の担い手の育成等を行っているのをご存じですか。（○は１つ） 

１ 名称も役割も知っている 

２ 名称は知っているが、役割はよく知らない 

３ 名称も役割も全く知らない 

 

（問10） 個別課題を支援するための関係機関が開催する会議のうち、参加したことがあるものはどれです

か。（○はいくつでも） 

１ 地域包括支援センター主催の地域ケア会議   ２ 南部・北部保健福祉センター主催の個別ケース会議 

３ いくしあ主催の個別ケース会議          ４ 重層的支援推進担当主催の個別ケース会議 

５ いずれも参加したことはない 

※
別
紙
「用
語
解
説
」を
参
照 
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（問 11） 関係機関や地域の支援者との連携が必要な時に、スムーズに連携できていますか。（○は１つ） 

１ スムーズに連携できている 

２ どちらかといえばスムーズに連携できている 

３ どちらかといえばスムーズに連携できていない 

４ スムーズに連携できていない 

 

（問12） 地域住民や他の関係機関と相談、協働する際に、課題に感じることはありますか。 

（○はいくつでも） 

１ 他の関係機関等の機能・役割が分からないため、どこに連絡して良いか分からない 

２ 他の関係機関等との関係づくりができていないため、連絡しづらい 

３ 繁忙などの理由により、連絡しても対応してもらえないことがある 

４ 個人情報の取扱いが難しいため、必要な情報を共有できない 

５ その他  具体的に： 

 

 

６ 特に感じることはない 

 

（問１3） あなたが、地域の福祉事業者に期待することは何ですか。（○はいくつでも） 

１ 子どもから高齢者まで、様々な方が交流できる居場所づくりへの協力 

２ 地域活動のための施設や設備の地域住民への開放 

３ 地域活動への参加・協働 

４ 地域で困りごとの相談を受ける窓口の設置 

５ 地域への福祉等に関する情報発信 

６ 事業所の行事等の参加案内 

７ その他  具体的に： 

 

 

８ 特に期待することはない 
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５ 地域のボランティア活動を充実させるための方法について 

（問１4） さまざまな方が、ボランティア活動など地域の支え合いにつながる活動に積極的に参加するために

は、どういった条件や仕組みが必要だと思われますか。（○はいくつでも） 

１ 自分の時間の都合に合わせて活動できること 

２ 自分の体力に合わせて活動できること 

３ 自分の住む地域で活動できること 

４ 自分の住む地域以外で活動できること 

５ 知識や資格を取得できる仕組みがあること 

６ 自分の知識や経験、技能を活かせること 

７ 活動している団体の情報や活動内容がホームページなどでいつでも確認できること 

８ 友達や家族と一緒に活動できること 

９ 交通費など実費相当の費用の支援があること 

10 その他  具体的に： 

 

 

 

 

 

６ 権利擁護に関する制度について 

（問１5） あなたは、日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）（※）についてご存じですか。 

（○は１つ） 

※認知症や障害などにより福祉サービスの利用や生活費などを計画的に使うことに不安のある方が、地域に

おいて自立した生活が送れるよう、社会福祉協議会が利用者本人との契約に基づいて、日常的な生活援助

を行う事業 

１ 名称も内容も知っている 

２ 名称は知っているが、内容はよく知らない 

３ 名称も内容も全く知らない  
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（問１6） 担当区域に日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）の利用が必要と思われる方はいま

すか。（○は１つ） 

１ いる    ２ いない   ３ わからない  

 

（問17） あなたは、成年後見制度（※）についてご存じですか。（○は１つ） 

※認知症や障害などの理由で判断能力の不十分な人に代わり、家庭裁判所が選んだ後見人が財産を管理し

たり、介護などのサービスや施設入所に関する契約を結ぶなどの支援を行う制度 

１ 名称も内容も知っている 

２ 名称は知っているが、内容はよく知らない 

３ 名称も内容も全く知らない  

 

（問1８） 担当区域に成年後見制度の利用が必要と思われる方はいますか。（○は１つ） 

１ いる    ２ いない   ３ わからない  

 

 

（問1９） あなたは、尼崎市成年後見等支援センター（※）についてご存じですか。（○は１つ） 

１ 名称も役割（業務内容）も知っている 

２ 名称は知っているが、役割（業務内容）はよく知らない 

３ 名称も役割（業務内容）も全く知らない 

 

 

 

（問20） あなたは、日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）や成年後見制度について、相談が

できるところをご存じですか。（○はいくつでも） 

１ 尼崎市成年後見等支援センター   ２ 市の各窓口（コールセンター含む） 

３ 地域包括支援センター               ４ 障害者委託相談支援事業所 

５ 家庭裁判所         ６ 専門職（弁護士、司法書士、社会福祉士等） 

７ その他  具体的に：     

 

８ 知らない 

 

 

※尼崎市成年後見等支援センター 

南部・北部保健福祉センター内に設置された、成年後見制度の利用が必要な方やその家族、支援者からの

相談に応じ、申立の支援等を行っている窓口。関係機関と密接に連携し成年後見制度の普及啓発や、市民

後見人の育成など権利擁護の推進に取り組んでいる。 
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７ 非行や犯罪をした人の立ち直りについて 

（問２1） 非行や犯罪をした人の立ち直りのために必要だと思うことはありますか。（○はいくつでも） 

１ 住まいの確保の支援   ２ 就労支援 

３ 就学支援    ４ 経済的な支援 

５ 保健医療・福祉サービス   ６ 地域住民の理解 

７ 人とのつながり    ８ その他  具体的に： 

 

８ 特にない 

 

 

 

（問２2） あなたは、民生児童委員として、非行や犯罪をした人の立ち直りに協力したいと思いますか 

１ 思う・すでに協力している      ２ どちらかといえば思う 

３ どちらかといえば思わない     ４ 思わない     問 22-２へ 

５ わからない 

 

問22で「１」または「２」と回答した方に 

（問22-１） どのような協力をしたいと思いますか。（○はいくつでも） 

１ 保護司（※１）が行う支援に協力をする ２ 再犯防止に関するボランティア活動への協力を行う 

３ 広報・啓発活動に協力する   ４ 犯罪予防や更生保護（※２）に関することを学ぶ 

５ その他  具体的に： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 保護司・・・保護司法に基づき法務大臣から委嘱された非常勤の国家公務員。犯罪や非行をした人が刑

事施設や少年院から社会復帰を果たしたとき、スムーズに社会生活を営めるよう釈放後の

住居や就業先などの帰住環境の調整や相談を行うなど、立ち直りを地域で支える無報酬の

ボランティアとして活動している。 
 

※２ 更生保護・・・更生保護は、犯罪をした人や非行のある少年を社会の中で適切に処遇することにより、そ

の再犯を防ぎ、非行をなくし、これらの人たちが自立し改善更生することを助けることで、

社会を保護し、個人と公共の福祉を増進しようとする活動。 
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問22で「３」または「４」と回答した方に 

（問22-２） 協力したいと思わない理由を教えてください。（○はいくつでも） 

１ 自分や家族の身に何か起きないか不安だから 

２ 非行や犯罪をした人と、かかわりを持ちたくないから 

３ 非行や犯罪をした人と、どのように接すればよいかわからないから 

４ メリットがないから 

５ 具体的なイメージがわかないから 

６ 時間的余裕がないから 

７ 興味がないから 

８ 非行や犯罪をした人への支援などは国や地方公共団体が行うべきだから 

９ 非行や犯罪をした人に支援などするべきではないから 

10 その他  具体的に： 
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８ 災害時の支援について 

（問２3） 令和７年９月に市よりハザードマップ（※１）を配布していますが、あなたは南海トラフ巨大地震（※

２）の想定浸水域内にお住まいですか。（○は１つ） 

※１ 本市では水害等によるリスク軽減や市民の皆さまに円滑な避難行動をとっていただいたくため

に、洪水・内水・高潮・津波といった災害種別ごとのマップを作成しています。 

※２ 「南海トラフ巨大地震」とは、太平洋沖を震源とする大規模な地震津波災害で、国の試算によれば、

30 年以内に６０～９０％の確率で起きると予測されています。 

１ はい    ２ いいえ   ３ わからない 

 

（問２4） あなたは、南海トラフ巨大地震が起きた際に、お住まいの地域でどれくらいの被害が想定されてい

るかをご存じですか。（○は１つ） 

１ よく知っている     ２ まあまあ知っている 

３ あまりよく知らない    ４ 知らない 

 

（問２5） 風水害や地震などの災害が起こったとき、あなたはどこに避難しますか。候補として考えていると

ころにすべて○をつけてください。（○はいくつでも） 

１ 指定避難所    ２ 福祉避難所（別紙「用語解説」を参照） 

３ 市内
・ ・

の家族・親戚や知人の家  ４ 市外
・ ・

の家族・親戚や知人の家 

５ 在宅避難    ６ 車中泊避難 

７ 宿泊施設    ８ その他  具体的に： 

９ わからない 

（問２6） あなたは、福祉避難所とはどのような場所のことを指すかご存じでしたか。（○は１つ） 

１ 知っていた   ２ 聞いたことはある  ３ 知らなかった 

 

（問27） あなたの担当区域には、災害時の要配慮者（※）に該当するかたは何人くらいいますか。（○は１つ） 

※高齢者、障害者、乳幼児、妊産婦、その他の特に配慮を要する人（災害対策基本法第８条）。 

１ 9 人以下   ２ 10～29 人   ３ 30～59 人 

４ 60～99 人   ５ 100 人以上   ６ わからない 

（問28） あなたは、高齢者名簿兼避難行動要支援者名簿を日頃活用していますか。（○は１つ） 

１ 活用している    ２ 活用していない 

３ その他  具体的に：  
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（問29） 地域にお住まいの要配慮者の避難支援のため、国や県、市は要配慮者一人ひとりの身体や生活の

状況に合わせて、避難方法を事前に決めておく個別支援計画の作成支援を進めていることをご存

じですか。（○は１つ） 

１ 知っている  ２ 聞いたことはあるが、詳しくは知らない  ３ 知らない 

 

（問３0） 地域にお住まいの高齢者等の要配慮者の避難支援に関して、 

① あなたが日頃から取り組んでいること  

② 地域で取り組むことが必要だと思われること 

について、１～７の選択肢の中からあてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも） 

 

 ①日頃の取組 
②地域で必要 

な取組 

１ 地域の要配慮者の把握   

２ ハザードマップ等を活用した避難所や経路の確認   

３ 避難場所や備蓄品、避難情報の入手方法等の防災情報の共有   

４ 要配慮者の支援を想定した避難訓練の参加   

５ 要配慮者への日頃からの防災の声かけ   

６ その他  具体的に： 

  

７ 特にない   

 

９ さいごに 

（問３1） 民生児童委員活動において、お困りのことやご提案があれば教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 
お忙しいところ調査にご協力いただき、誠にありがとうございました。 
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尼崎市地域福祉に関する保護司アンケート調査 

 

※調査回答をパソコン、タブレット又はスマートフォンで行う方は 

右の二次元コードを読み込むか、 

下記の URL からアクセスしてご回答ください。 

URL》・・・・・ 

※ホームページからの調査回答には、ＷＥＢ回答用のＩＤ 【        】の入力が必要です。 

 

１ あなたご自身のこと・活動の状況について 

それぞれの項目ごとに、あてはまる番号を選んでください。 

（１）年齢 

（○は１つ） 

１ 18～29 歳 ２ 30～39 歳 

３ 40～49 歳 ４ 50～59 歳 

５ 60～69 歳 ６ 70 歳以上 

（２）保護司としての 

活動年数 

（○は１つ） 

１ ２年未満 ２ ２年以上６年未満 

３ ６年以上 12 年未満 ４ 12 年以上 18 年未満 

５ 1８年以上 22 年未満 ６ 22 年以上 

（３）所属分会 

（○は１つ） 

１ 本庁分会 ２ 小田分会 

３ 大庄分会 ４ 立花分会 

５ 武庫分会 ６ 園田分会 

（４）保護司になった 

きっかけ 

（○は１つ） 

１ 保護司をしていた友人・知人・家族等から薦められた 

２ 福祉協会（自治会・町会）役員など地元の関係者から依頼された 

３ 自ら進んで関係機関・関係者に申し出た 

４ その他  具体的に： 

 

 

（５）現在担っている 

保護司以外の地域 

での役割 

（○はいくつでも） 

１ 民生児童委員 ２ 福祉協会（自治会・町会）役員 

３ 消防団 ４ 尼崎市少年補導委員 

５ 少年補導員  

６ その他  具体的に： 

  

７ いずれもない  

 

二次元 

コード 

資料８
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２ 保護観察対象者への支援について 

（問１） あなたは、保護観察に関する活動について、どの程度不安や負担に感じたことがありましたか。 

（①～⑨のそれぞれについて、○は１つずつ） 
 

 

と
て
も 

感
じ
て
い
る 

あ
る
程
度 

感
じ
て
い
る 

あ
ま
り 

感
じ
て
い
な
い 

ほ
と
ん
ど 

感
じ
て
い
な
い 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

該
当
し
な
い
・ 

そ
の
経
験
が
な
い 

① 保護観察対象者の住居の確保 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

② 保護観察対象者の就職先の確保 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

③ 帰住先となる家族への対応 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

④ 薬物やアルコール依存症等を原因として

罪を犯した保護観察対象者の支援 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑤ 障害や認知症のある、又は疑われる保

護観察対象者の支援 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑥ 支援が必要だと考える人の行政へのつ

なぎ 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑦ 支援が必要だと考えられるが、拒否する

保護観察対象者への対応 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑧ 保護観察対象者との面接場所（自宅以

外）の確保 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑨ その他  具体的に： 
  

 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

（問２） 対象者との面談の際には、６地区の地域振興センター（生涯学習プラザ）やこどもの育ち支援センター

「いくしあ」（別紙「用語解説」を参照）内の部屋が利用できますが、あなたは利用していますか。（○は１

つ） 

１ よく利用している       ２ ときどき利用している 

３ 利用していない                     問２-２ 

  

問２で「１」または「２」と回答した方に 

（問２-1） 利用している理由を教えてください。（○はいくつでも） 

１ 対象者が来やすい   ２ 自宅で面談を行うことに抵抗がある 

３ 家が近い 

４ その他  具体的に： 
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問２で「３」と回答した方に 

（問２-2） 利用していない理由を教えてください。（○はいくつでも） 

１ 利用できることを知らなかった  ２ 面談は自宅で行う方が良い 

３ 家から遠い     

４ その他  具体的に： 

 

 

 

再び、すべての方に 

（問３） 再犯防止のためにどういった支援が必要だと思いますか。（特に重要と考えるもの３つまでに○） 

１ 犯罪をした人の住居の確保 

２ 犯罪をした人の就職先の確保 

３ 犯罪をした人が再び学ぶための入学・編入等の支援 

４ 犯罪をした人への保健医療・福祉サービスに関する情報提供 

５ 犯罪をした人の個々の実情や特性に応じた相談を受け付ける相談窓口 

６ 犯罪をした人の支援の推進に向けた地域支援ネットワーク （保護司、更生保護施設、居住支援法人、

医療機関、保健・福祉機関、民間支援団体等で構成） 

７ 再犯防止を支援する民間団体等の活動の場の提供や活動の情報発信 

８ 犯罪をした人の居場所の提供 

９ その他  具体的に： 
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３ 他の関係機関等との連携について 

（問４） あなたがこれまでに担当した保護観察対象者に、複数の課題（生活困窮、障害・介護サービスが必要

な状況、引きこもり、虐待等）が重なり、支援困難な事例がありましたか。（○は１つ） 

１ よくある    ２ ときどきある 

３ あまりない    ４ ほとんどない 

 

（問５） 社会福祉法人尼崎市社会福祉協議会（別紙「用語解説」を参照）では、住民同士がささえあう・助け合

う地域づくりを進めるため、各６地区に、ささえあい地域活動センター「むすぶ」を設置し、地域住民

の様々な相談対応や、地域活動の立ち上げ支援、地域活動の担い手の育成等を行っているのをご存

じですか。（○は１つ） 

１ 名称も役割も知っている   ２ 名称は知っているが、役割はよく知らない 

３ 名称も役割も全く知らない 

 

（問６） あなたの関係団体との連携に関して、 

① 普段の活動の中で相談したり協力を求めるところ 

② これからの活動の中で新たに相談や連携が必要と考えているところ 

について、１～16 の選択肢の中からあてはまるものに〇をつけてください。（○はいくつでも） 
 

 ①普段の活動 ②新たな連携先 

１ 南部・北部保健福祉センター（※）   

２ 子どもの育ち支援センター「いくしあ」（※）   

３ ６地区の地域振興センター   

４ 各地域総合センター（※）   

５ 上記以外の本庁、保健所の各窓口   

６ 地域包括支援センター（※）   

７ ケアマネジャー（※）   

８ 障害者委託相談支援事業所（※）   

９ 福祉協会（自治会・町会）等の役員   

10 民生児童委員（※）   

11 ボランティア団体   

12 地域福祉活動専門員（社協むすぶグループ）（※）   

13 福祉サービスを行う民間事業者（NPO（※）法人も含む）   

14 医療機関の医師、相談員   

15 学校・保育所等の子どもに関する機関   

16 その他  具体的に： 

  

※
別
紙
「
用
語
解
説
」
を
参
照 
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（問７） 関係機関や地域の支援者との連携が必要な時に、スムーズに連携できていますか。（○は１つ） 

１ スムーズに連携できている 

２ どちらかといえばスムーズに連携できている 

３ どちらかといえばスムーズに連携できていない 

４ スムーズに連携できていない 

 

（問８） 対象者の支援にあたって他の関係機関へ相談する際、課題に感じることはありますか。 

（○はいくつでも） 

１ 他の関係機関等の機能・役割が分からないため、どこに連絡して良いか分からない 

２ 他の関係機関等との関係づくりができていないため、連絡しづらい 

３ 繁忙などの理由により、連絡しても対応してもらえないことがある 

４ 個人情報の取扱いが難しいため、必要な情報を共有できない 

５ その他  具体的に： 

 

６ 特に感じることはない 

 

 

 

４ 権利擁護に関する制度について 

（問９） あなたは、日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）（※）についてご存じですか。 

（○は１つ） 

※認知症や障害などにより福祉サービスの利用や生活費などを計画的に使うことに不安のある方が、地域に

おいて自立した生活が送れるよう、社会福祉協議会が利用者本人との契約に基づいて、日常的な生活援助

を行う事業 

１ 名称も内容も知っている  ２ 名称は知っているが、内容はよく知らない 

３ 名称も内容も全く知らない  

 

（問10） これまで担当した保護観察対象者に、日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）の利用

が必要と思われる方はいますか。（○は１つ） 

１ いる    ２ いない   ３ わからない  
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（問 11） あなたは、成年後見制度（※）についてご存じですか。（○は１つ） 

※認知症や障害などの理由で判断能力の不十分な人に代わり、家庭裁判所が選んだ後見人が財産を管理し

たり、介護などのサービスや施設入所に関する契約を結ぶなどの支援を行う制度 

１ 名称も内容も知っている   ２ 名称は知っているが、内容はよく知らない 

３ 名称も内容も全く知らない 

 

（問1２） これまで担当した保護観察対象者に、成年後見制度の利用が必要と思われる方はいますか。 

（○は１つ） 

１ いる    ２ いない   ３ わからない  

 

（問1３） あなたは、尼崎市成年後見等支援センター（※）についてご存じですか。（○は１つ） 

１ 名称も役割（業務内容）も知っている 

２ 名称は知っているが、役割（業務内容）はよく知らない 

３ 名称も役割（業務内容）も全く知らない 

 

 

 

（問14） 日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）や成年後見制度について、相談ができるとこ

ろをご存じですか。（○はいくつでも） 

１ 尼崎市成年後見等支援センター（※） ２ 市の各窓口（コールセンター含む） 

３ 地域包括支援センター   ４ 障害者委託相談支援事業所 

５ 家庭裁判所    ６ 専門職（弁護士、司法書士、社会福祉士等） 

７ その他  具体的に： 

 

 

８ 知らない 

 

 

※尼崎市成年後見等支援センター 

南部・北部保健福祉センター内に設置された、成年後見制度の利用が必要な方やその家族、支援者からの

相談に応じ、申立の支援等を行っている窓口。関係機関と密接に連携し成年後見制度の普及啓発や、市民

後見人の育成など権利擁護の推進に取り組んでいる。 
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６ 災害時の支援について 

（問15） 令和７年９月に市よりハザードマップ（※１）を配布していますが、あなたは南海トラフ巨大地震（※

２）の想定浸水域内にお住まいですか。（○は１つ） 

※１ 本市では水害等によるリスク軽減や市民の皆さまに円滑な避難行動をとっていただいたくため

に、洪水・内水・高潮・津波といった災害種別ごとのマップを作成しています。 

※２ 「南海トラフ巨大地震」とは、太平洋沖を震源とする大規模な地震津波災害で、国の試算によれば、

30年以内に６０～９０％の確率で起きると予測されています。 

１ はい    ２ いいえ   ３ わからない 

 

（問16） あなたは、南海トラフ巨大地震が起きた際に、お住まいの地域でどれくらいの被害が想定されてい

るかをご存じですか。（○は１つ） 

１ よく知っている    ２ まあまあ知っている 

３ あまりよく知らない   ４ 知らない 

 

（問17） 風水害や地震などの災害が起こったとき、あなたはどこに避難しますか。候補として考えていると

ころにすべて○をつけてください。（○はいくつでも） 

１ 指定避難所    ２ 福祉避難所（※） 

３ 市内
・ ・

の家族・親戚や知人の家  ４ 市外
・ ・

の家族・親戚や知人の家 

５ 在宅避難    ６ 車中泊避難 

７ 宿泊施設    ８ その他  具体的に： 

９ わからない 

 

 

 

 

 

 

（問18） あなたは、福祉避難所とはどのような場所のことを指すかご存じでしたか。（○は１つ） 

１ 知っていた   ２ 聞いたことはある  ３ 知らなかった 

 

※ 福祉避難所 

高齢者や障害のある人など、要支援者に配慮した避難所のことであり、バリアフリーや冷暖房が完備されて

いるなど要支援者の利用に適した環境を確保できる施設。福祉避難所は災害時に必要に応じて開設する２

次的避難所であり、最初から利用することはできない。（詳しくは市のホームページをご確認ください。） 
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７ さいごに 

（問19） 生活環境調整や犯罪予防活動、保護観察対象者の就労支援等の保護司活動全般について、ご意見

やご提案があれば教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お忙しいところ調査にご協力いただき、誠にありがとうございました。 
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尼崎市地域福祉に関する事業所アンケート調査 

 

※調査回答をパソコン、タブレット又はスマートフォンで行う方は 

右の二次元コードを読み込むか、 

下記の URL からアクセスしてご回答ください。 

URL》・・・・・ 

※ホームページからの調査回答には、ＷＥＢ回答用のＩＤ 【        】の入力が必要です。 

 

１ 事業所の概況について 

それぞれの項目ごとに、あてはまる番号を選んでください。 

（１）事業所の形態 

（○は１つ） 

１ 入所・居住型 ２ 通所型 

３ 訪問型 ４ 複合型（１～３を組み合わせた形態） 

５ 相談支援型（６、７を除く） ６ 障害者委託相談支援事業所 

７ 地域包括支援センター ８ 地域活動支援センター 

９ つどいの広場  

10 その他  具体的に：  

（２）主な利用者 

（○は１つ） 

１ 要介護（要支援）者 ２ 身体障害のある人 

３ 知的障害のある人 ４ 精神障害のある人 

５ 子ども  

６ その他  具体的に： 

 
 

（３）所在地 

（○は１つ） 

１ 中央地区 ２ 小田地区 

３ 大庄地区 ４ 立花地区 

５ 武庫地区 ６ 園田地区 

（４）事業活動年数 

（○は１つ） 

１ ３年未満 ２ ３年以上５年未満 

３ ５年以上 10 年未満 ４ 10 年以上 

（５）相談支援業務に

従事する相談員

の配置の有無 

１ 有り （          ）名 

２ 無し  

二次元 

コード 

資料９
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２ 地域での活動について 

（問 1） 貴事業所は地域において、現在、どのような地域貢献活動を実施していますか。 

（○はいくつでも） 

１ 子どもから高齢者まで、様々な方が交流できる居場所づくりへの協力 

２ 地域活動のための施設や設備の地域住民への開放 

３ 地域活動への参加・協働 

４ 地域で困りごとの相談を受ける窓口の設置 

５ 地域への福祉等に関する情報発信 

６ 事業所の行事等の参加案内 

７ その他  具体的に： 

 

８ 特に取り組んでいない 

 

問 1 で「８」と回答した方に 

（問 1-１） 地域において活動に取り組んでいない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ 人的、財政面での余裕がないため 

２ 地域で活動するきっかけがないため 

３ 地域の情報を知らないため   

４ その他  具体的に： 

 

 

 

再び、すべての方に 

（問２） この５年間で、地域住民と関わる機会は変わったと思われますか。（○は１つ） 

１ 大きく減少した    ２ 少し減少した 

３ 少し増えた    ４ 大きく増えた 

５ 変わらない 
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（問３） 今後、貴事業所が地域において新たに取り組むとすれば、どのような活動ですか。（○はいくつでも） 

１ 子どもから高齢者まで、様々な方が交流できる居場所づくりへの協力 

２ 地域活動のための施設や設備の地域住民への開放 

３ 地域活動への参加・協働 

４ 地域で困りごとの相談を受ける窓口の設置 

５ 地域への福祉等に関する情報発信 

６ 事業所の行事等の参加案内 

７ その他  具体的に： 

 

 

 

８ 新たに取り組みを行うことは考えていない 

 

（問４） 地域貢献活動に取り組むためには、どういった仕組みがあれば良いと思われますか。 

（○はいくつでも） 

１ 資金面での支援 

２ 地域の団体等からの呼びかけ 

３ 活動している団体の情報や活動内容がホームページなどでいつでも確認できる環境 

４ その他  具体的に： 
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３ 他の関係機関等との連携について 

（問５） 貴事業所を利用する人や世帯の中に貴事業所の担当分野以外の困りごとを抱えている人はいます

か。（○は１つ） 

１ よくいる   ２ ときどきいる   ３ あまりいない  

４ いない・把握していない 
 

問５で「1」～「3」のいずれかに回答した方に 

（問５-1） 担当分野以外で把握している内容はどのような分野のことですか。（○はいくつでも）  

１ 認知症（疑いも含む）の方の対応   ２ 高齢者、障害者虐待の対応（疑いも含む） 

３ 子どもの虐待の対応（疑いも含む）   ４ DV（別紙「用語解説」を参照）の対応 

５ 子どもの貧困の対応    ６ 引きこもりの方の対応 

７ 8050 問題（別紙「用語解説」を参照）への対応 ８ 薬物依存症・アルコール依存症の対応 

９ ゴミ屋敷の対応 

10 犬猫の多頭飼育崩壊（別紙「用語解説」を参照）の対応 

11 高齢者・障害者等の消費者被害への対応 

12 その他の課題  具体的に： 

 

 

 

問５で「1」～「3」のいずれかに回答した方に 

（問５-2） 担当分野以外の困りごとを把握した場合にどう対応しましたか。（○は１つ） 

１ 他の相談支援機関等につないだ・つなごうとしている 

２ 他の相談支援機関等につながなかった 
 

問５-２で「２」と答えた方に 

（問５-3） 他の相談支援機関等につながなかった理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ 他の相談支援機関等の機能・役割がわからないため、どこに連絡して良いかわからない 

２ 他の相談支援機関等との関係づくりができていないため、連絡しづらい 

３ 繁忙などの理由により、連絡しても対応してもらえないことがある 

４ 個人情報の取扱いが難しいため、必要な情報を共有できない 

５ その他  具体的に： 
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再び、すべての方に 

（問６） 貴事業所が支援をしている対象者の相談経路はどのような形が多いですか。（○はいくつでも） 

１ 本人      ２ 家族 

３ 友人・知人     ４ 近隣住民 

５ 福祉協会（自治会・町会）等の役員   ６ 民生児童委員 

７ 保護司（別紙「用語解説」を参照）   ８ 地域のボランティア活動者 

９ サービス提供事業者   10 医療機関の医師、相談員 

11 南部・北部保健福祉センター（※１）  12 子どもの育ち支援センター「いくしあ」（※２） 

13 ６地区の地域振興センター（※3）  14 各地域総合センター（※4） 

15 11～14 以外の本庁、保健所の各窓口 16 地域包括支援センター 

17 障害者委託相談支援事業所  18 地域福祉活動専門員（社協むすぶグループ）（※5） 

19 業務を行う中で独自で発見、把握 

20 その他  具体的に： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問７） 社会福祉法人尼崎市社会福祉協議会（別紙「用語解説」を参照）では、住民同士がささえあう・助け合

う地域づくりを進めるため、各６地区に、ささえあい地域活動センター「むすぶ」を設置し、地域住民の

様々な相談対応や、地域活動の立ち上げ支援、地域活動の担い手の育成等を行っているのをご存じ

ですか。（○は１つ） 

１ 名称も役割も知っている   ２ 名称は知っているが、役割はよく知らない 

３ 名称も役割も全く知らない 

※1 市内南北２か所に設置している、福祉や保健に関する各種相談や手続きを一体的に行う相談支援機関。主

に、生活保護に関すること、障害者・障害児の相談に関すること、生活支援（婦人相談・養護老人ホーム等）、

各種申請受付に関すること、しごとや暮らしに関すること、成年後見制度に関すること、保健に関すること、

乳幼児健診等の業務を行っている。 
 

※２ 子どもや子育てに関して課題や困難を抱える子どもたちと子育て家庭に寄り添い、様々な関係機関が連携し

ながら、切れ目なく継続的に支援を行う市の相談支援機関。 
 

※3 市内６地区における協働のまちづくり及びコミュニティ推進の拠点として、地域課題の情報収集や各種コー

ディネートを行い、地域に必要な講座・事業を企画・実施するとともに、地域住民への情報提供や相談業務、

様々な団体や市民活動グループへの活動支援等を行う組織。 
 

※4 地域住民をはじめとする市民相互の交流の促進及び人権啓発意識の普及高揚を図り、もって市民福祉の向

上に寄与するためのコミュニティの拠点となる施設。 
 

※5 多様化、複雑化した住民ニーズや対応する制度が存在しない課題に対応する住民主体の地域の支え合い活

動を推進等していくため、尼崎市社会福祉協議会が各地区むすぶグループに２人ずつ（市内に計１２人）配置

した専門職員。 
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（問８） 貴事業所と関係団体との連携に関して、 

① 普段の活動の中で相談したり協力を求めるところ 

② これからの活動の中で新たに相談や連携が必要と考えているところ 

について、１～17 の選択肢の中からあてはまるものに〇をつけてください。（○はいくつでも） 
 

 ①普段の活動 ②新たな連携先 

１ 南部・北部保健福祉センター   

２ 子どもの育ち支援センター「いくしあ」   

３ ６地区の地域振興センター   

４ 各地域総合センター   

５ 上記以外の本庁、保健所の各窓口   

６ 地域包括支援センター   

７ ケアマネジャー   

８ 障害者委託相談支援事業所   

９ 福祉協会（自治会・町会）等の役員   

10 民生児童委員   

11 保護司   

12 ボランティア団体   

13 地域福祉活動専門員（社協むすぶグループ）   

14 福祉サービスを行う民間事業者（NPO 法人も含む）   

15 医療機関の医師、相談員   

16 学校・保育所等の子どもに関する機関   

17 その他  具体的に： 
  

 

（問９） 個別課題を支援するための関係機関が開催する会議のうち、参加したことがあるものはどれです

か。（○はいくつでも） 

１ 地域包括支援センター主催の地域ケア会議  ２ 南部・北部保健福祉センター主催の個別ケース会議 

３ いくしあ主催の個別ケース会議   ４ 重層的支援推進担当主催の個別ケース会議 

５ いずれも参加したことはない 

 

問９で「５」と回答した方に 

（問９-1） 関係機関の開催する会議に参加していない理由を教えてください。（○はいくつでも） 

１ 参加する必要性を感じないため  ２ 声がかからないため 

３ 時間に余裕がないため         ４ 参加することで業務が増えるため 

５ その他  具体的に： 
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再び、すべての方に 

（問 10） 関係機関や地域の支援者との連携が必要な時に、スムーズに連携できていますか。（○は１つ） 

１ スムーズに連携できている   ２ どちらかといえばスムーズに連携できている 

３ どちらかといえばスムーズに連携できていない ４ スムーズに連携できていない 

 

（問11）地域住民や他の関係機関と相談、協働する際に、課題に感じることはありますか。 

（○はいくつでも）  

１ 他の関係機関等の機能・役割がわからないため、どこに連絡して良いかわからない 

２ 他の関係機関等との関係づくりができていないため、連絡しづらい 

３ 繁忙などの理由により、連絡しても対応してもらえないことがある 

４ 個人情報の取扱いが難しいため、必要な情報を共有できない 

５ その他  具体的に： 

 

６ 特に感じることはない 

 

 

４ 権利擁護に関する制度について 

（問 12） 日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）（※）についてご存じですか。 

（○は１つ） 

※認知症や障害などにより福祉サービスの利用や生活費などを計画的に使うことに不安のある方が、地域に

おいて自立した生活が送れるよう、社会福祉協議会が利用者本人との契約に基づいて、日常的な生活援助

を行う事業 

１ 名称も内容も知っている 

２ 名称は知っているが、内容はよく知らない 

３ 名称も内容も全く知らない  

 

（問13） 貴事業所の業務を通じて、日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）の利用を必要とす

る人を発見したり、利用のための支援を行う（行った）ことがありますか。（○は１つ） 

１ 日常生活自立支援事業の利用のための支援を行う（行った）ことがある 

２ 利用の支援を行うことはないが、利用が望ましいと思う人を発見することはある 

３ 業務のなかで、日常生活自立支援事業の利用が望ましいと思う人を発見することはない 

４ わからない 

 



8 

（問14） 日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）の利用において、どのようなことが課題だと

思いますか。（○はいくつでも） 

１ 市民への制度の周知が不足している 

２ 事業所や支援関係者への制度の周知が不足している 

３ 制度に関する知識・理解が不足している 

４ 支援が必要な人を発見しても、相談や支援につなげる仕組みができていない 

５ 支援や連携、相談の窓口となる機関が周知されていない 

６ 日常生活自立支援事業における支援の担い手が不足している 

７ 内容や手続きが煩雑である 

８ 手続きに時間がかかる 

９ その他  具体的に： 

 

10 わからない 

 

（問15） 尼崎市成年後見等支援センター（※）についてご存じですか。（○は１つ） 

１ 名称も役割（業務内容）も知っている 

２ 名称は知っているが、役割（業務内容）はよく知らない 

３ 名称も役割（業務内容）も全く知らない 

 

 

 

（問16） 貴事業所の業務を通じて、成年後見制度の利用を必要とする人を発見したり、利用のための支援を

行う(行った)ことがありますか。（○は１つ） 

１ 成年後見制度の利用のための支援を行う（行った）ことがある 

２ 利用の支援を行うことはないが、利用が望ましいと思う人を発見することはある 

３ 業務のなかで、成年後見制度の利用が望ましいと思う人を発見することはない 

４ わからない 

 

※尼崎市成年後見等支援センター 

南部・北部保健福祉センター内に設置された、成年後見制度の利用が必要な方やその家族、支援者からの

相談に応じ、申立の支援等を行っている窓口。関係機関と密接に連携し成年後見制度の普及啓発や、市民

後見人の育成など権利擁護の推進に取り組んでいる。 
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（問 17） 成年後見制度の利用において、どのようなことが課題だと思いますか。（○はいくつでも） 

１ 市民への制度の周知が不足している 

２ 事業所や支援関係者への制度の周知が不足している 

３ 制度に関する知識・理解が不足している 

４ 支援が必要な人を発見しても、相談や支援につなげる仕組みができていない 

５ 支援や連携、相談の窓口となる機関が周知されていない 

６ 後見人等が不足している 

７ 内容や手続きが煩雑である 

８ 申立てから決定までに時間がかかる 

９ その他  具体的に： 

 

10 わからない 

 

（問 18） 日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）や成年後見制度について、相談ができるとこ

ろをご存じですか。（○はいくつでも） 

１ 尼崎市成年後見等支援センター   ２ 市の各窓口（コールセンター含む） 

３ 地域包括支援センター              ４ 障害者委託相談支援事業所 

５ 家庭裁判所         ６ 専門職（弁護士、司法書士、社会福祉士等） 

７ その他  具体的に： 

 

８ 知らない 

 

 

５ 非行や犯罪をした人の立ち直りについて 

（問 19） 非行や犯罪をした人の立ち直りに必要だと思うことはありますか。（○はいくつでも） 

１ 住まいの確保の支援   ２ 就労支援   ３ 就学支援    

４ 経済的な支援    ５ 保健医療・福祉サービス ６ 地域住民の理解 

７ 人とのつながり    ８ その他  具体的に： 

９ 特にない 
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（問 20） 貴事業所では、非行や犯罪をした人の立ち直りに協力したいと思いますか。（○は１つ） 

１ 思う・すでに協力している       ２ どちらかといえば思う 

３ どちらかといえば思わない      ４ 思わない 

５ わからない 

 

問 20 で「１」または「２」と回答した方に 

（問 20-1） どのような協力をしたいと思いますか。（○はいくつでも） 

１ 保護司が行う支援に協力をする 

２ 協力雇用主（犯罪前歴を承知の上で雇用に協力する事業主）として、犯罪をした人を雇用する 

３ 更生保護施設（出所後、直ちに自立更生することが困難な人たちに対して、一定期間、宿泊場

所や食事を提供する民間の施設）にお金や品物などを寄付する 

４ 再犯防止に関するボランティア活動への協力を行う 

５ 広報・啓発活動に協力する 

６ 犯罪予防や更生保護（※）に関することを学ぶ 

７ その他  具体的に： 

 

 

 

 

 

問 20 で「３」または「４」と回答した方に 

（問 20-2） 協力したいと思わない理由を教えてください。（○はいくつでも） 

１ 職員や利用者の身に何か起きないか不安だから 

２ 非行や犯罪をした人と、かかわりを持ちたくないから 

３ 非行や犯罪をした人と、どのように接すればよいかわからないから 

４ メリットがないから 

５ 具体的なイメージがわかないから 

６ 時間的余裕がないから 

７ 興味がないから 

８ 非行や犯罪をした人への支援などは国や地方公共団体が行うべきだから 

９ 非行や犯罪をした人に支援などするべきではないから 

10 その他  具体的に： 

 

※ 更生保護・・・犯罪をした人や非行のある少年を社会の中で適切に処遇することにより、その再犯を防ぎ、非

行をなくし、これらの人たちが自立し改善更生することを助けることで、社会を保護し、個人と

公共の福祉を増進しようとする活動。 
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６ 災害時の支援について 

（問 21） 貴事業所は南海トラフ巨大地震（※）想定浸水域内に所在していますか。（○は１つ） 

       ※「南海トラフ巨大地震」とは、太平洋沖を震源とする大規模な地震津波災害で、国の試算によれば、30 年 

以内に６０～９０％の確率で起きると予測されています。 

１ はい    ２ いいえ   ３ わからない 

（問22） 貴事業所は、南海トラフ巨大地震が起きた際に、所在する地域でどれくらいの被害が想定されてい

るかをご存じですか。（○は１つ） 

１ よく知っている     ２ まあまあ知っている 

３ あまりよく知らない    ４ 知らない 

 

（問23） 風水害や地震などの災害が起こったとき、貴事業所の職員や利用者はどこに避難するか決めてい

ますか。候補として考えているところにすべて○をつけてください。（○はいくつでも） 

１ 指定避難所     ２ 福祉避難所（※） 

３ 宿泊施設     ４ それぞれの家族・親戚の家 

５ その他  具体的に：    ６ 決めていない 

 

 

 

 

（問24） 貴事業所は、福祉避難所とはどのような場所のことを指すかご存じでしたか。（○は１つ） 

１ 知っていた  ２ 聞いたことはある   ３ 知らなかった 

 

（問25） 地域にお住まいの要配慮者（※）の避難支援のため、国や県、市では、要配慮者一人ひとりの身体や

生活の状況に合わせて、避難方法を事前に決めておく個別支援計画の作成支援を進めていること

をご存じですか。（○は１つ） 

       ※高齢者、障害者、乳幼児、妊産婦、その他の特に配慮を要する人（災害対策基本法第８条）。 

１ 知っている   ２ 聞いたことはあるが、詳しくは知らない 

３ 知らない 

 

（問26） 貴事業所では、災害時に備えて、防災マニュアルや事業継続計画（ＢＣＰ）は策定されていますか。

（①・②のそれぞれについて、○は１つずつ） 
  

 策定している 策定していない 

① 防災マニュアル １ ２ 

② 事業継続計画（ＢＣＰ） １ ２ 

※ 福祉避難所・・・高齢者や障害のある人など、要支援者に配慮した避難所のことであり、バリアフリーや冷暖房

が完備されているなど要支援者の利用に適した環境を確保できる施設。福祉避難所は災害時

に必要に応じて開設する２次的避難所であり、最初から利用することはできない。（詳しくは市

のホームページをご確認ください。） 
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（問 27） 市では、災害時の要配慮者に対する避難支援等の体制づくりに取り組んでいます。 

貴事業者において、災害時にご協力いただけることはありますか。（○はいくつでも） 

１ 避難所等としての施設（場所）の提供による支援 ２ 備蓄（水や食糧、日用品等）の提供による支援 

３ 貴事業所職員による人的な支援の提供  ４ 要配慮者に対する安否確認等の声かけ 

５ その他  具体的に： 

 

 

６ 特にない 

 

（問 28） 貴事業所が地域の要配慮者の避難支援のために、日頃から取り組んでいることはありますか。 

（○はいくつでも） 

１ ハザードマップ等を活用した避難場所や避難経路等の確認 

２ 地域等が実施する避難訓練の参加 

３ 利用者や地域住民への防災対策等の声かけ 

４ 緊急時の連絡先や医療介護の情報、避難場所の把握 

５ 水や食糧、日用品等の備蓄 

６ その他  具体的に： 

 

 

７ 取り組んでいない 

 

７ さいごに 

（問 29） 尼崎市のこれからの福祉に関するまちづくりについて、ご意見やご提案がありましたら、ご自由に

ご記入ください。 

 

 

 

 

お忙しいところ調査にご協力いただき、誠にありがとうございました。 


